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文教福祉委員会会議録 

 

令和７年３月１４日 金曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 ４時４７分閉議（実時間３００分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第３号・令和６年度八代市一般会計補

正予算・第１４号（関係分） 

１．議案第４号・令和６年度八代市国民健康保

険特別会計補正予算・第４号 

１．議案第５号・令和６年度八代市介護保険特

別会計補正予算・第４号 

１．議案第６号・令和６年度八代市診療所特別

会計補正予算・第２号 

１．議案第７号・令和７年度八代市一般会計予

算（関係分） 

１．議案第８号・令和７年度八代市国民健康保

険特別会計予算 

１．議案第９号・令和７年度八代市後期高齢者

医療特別会計予算 

１．議案第１０号・令和７年度八代市介護保険

特別会計予算 

１．議案第１２号・令和７年度八代市診療所特

別会計予算 

１．議案第２１号・財産の取得について（中学

校教師用教科書、指導書及びデジタル教科

書） 

１．議案第３９号・契約の締結について（（仮

称）八代市新南部学校給食センター施設整

備事業） 

１．議案第３５号・八代市指定地域密着型サー

ビスの事業の人員、設備及び運営に関する

基準等を定める条例の一部改正について 

１．議案第３６号・八代市地域包括支援センタ

ーの包括的支援事業の実施に係る基準を定

める条例の一部改正について 

１．議案第３７号・八代市家庭的保育事業等の

設備及び運営に関する基準を定める条例の

一部改正について 

１．議案第３８号・八代市家庭的保育事業等の

設備及び運営に関する基準を定める条例及

び八代市特定教育・保育施設及び特定地域

型保育事業の運営に関する基準を定める条

例の一部改正について 

１．所管事務調査 

・教育に関する諸問題の調査 

・保健・福祉に関する諸問題の調査 

 （宮地さくら保育園の整理方針について） 

 （こども未来課の組織再編について） 

 （第５次八代市地域福祉計画・八代市地域

福祉活動計画 八代市再犯防止推進計画

の策定について） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  成 松 由紀夫 君 

副委員長  北 園 武 広 君 

委  員  大 倉 裕 一 君 

委  員  橋 本 徳一郎 君 

委  員  橋 本 隆 一 君 

委  員  堀 口   晃 君 

委  員  増 田 一 喜 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 教育部長       田 中 智 樹 君 

  教育部次長     松 本 康 祐 君 

  学校教育課長    加 賀 真 一 君 

  学校教育課審議員  兒 嶋 顕 伸 君 

  学校教育課長補佐  黒 木 崇 博 君 

  学校教育課長補佐  井 戸 康 雄 君 
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  生涯学習課長 
            泉   宜 孝 君 
  （公民館館長兼務） 
 
 
  生涯学習課長補佐兼 
            米 村   忍 君 
  社会教育係長 
 

  未来の学校づくり推進室長 植 田 浩 之 君 

  教育政策課長    松 本   豊 君 

  教育政策課主幹兼学校給食係長 中 松 大 輔 君 
 
  教育サポートセンター副所長兼 
            坂 本 大 輔 君 
  指導主事 
 
 
 健康福祉部長 
            福 本 桂 三 君 
 （福祉事務所長兼務） 
 
 
  健康福祉部次長 
            䭜 田 美 樹 君 
  （福祉事務所次長兼務） 
 
 
  健康福祉部次長 
            吉 田   浩 君 
  （福祉事務所次長兼務） 
 

  国保ねんきん課長  髙 﨑 博 文 君 

  介護保険課長    草 西 亮 介 君 

  理事兼健康福祉政策課長 石 本   淳 君 
 
  障がい者支援課長 
            吉 村 紀美子 君 
  （障がい者虐待防止センター所長兼務） 
 
 
  こども未来課長 
            森 田 克 彦 君 
  （こども家庭センター長兼務） 
 

  生活援護課長    萩 野 賢 志 君 
 
  高齢者支援課長 
            久 保 祝 子 君 
  （成年後見支援センター所長兼務） 
 

 総務企画部 
 
  泉支所地域振興課長補佐兼 
            川 部 幸 博 君 
  市民福祉係長 
 

 建設部 

  営繕課長補佐兼建築係長 古閑迫   修 君 

                              

○記録担当書記     村 上 政 資 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、定刻と

なり定足数に達しましたので、ただいまから文

教福祉委員会を開会いたします。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。 

 なお、令和２年７月豪雨並びに企業誘致用地

及び新八代駅周辺整備に関連する予算、事件、

条例案等につきましては、特別委員会に付託と

なりますので、御承知おきを願います。 

                              

◎議案第３号・令和６年度八代市一般会計補正

予算・第１４号（関係分） 

○委員長（成松由紀夫君） 最初に、予算議案

の審査に入ります。 

 まず、議案第３号・令和６年度八代市一般会

計補正予算・第１４号中、当委員会関係分を議

題とし、説明を求めます。 

 それでは、歳出の第９款・教育費について、

教育部から説明を願います。 

○教育部長（田中智樹君） 皆様、おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）教育部の田中でございます。 

 本委員会に付託されました議案のうち、議案

第３号・令和６年度八代市一般会計補正予算・

第１４号の教育部所管分につきまして、次長の

松本より御説明申し上げますので、御審議のほ

どよろしくお願いいたします。 

○教育部次長（松本康祐君） 皆様、おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）教育部次長の松本でございます。よろ

しくお願いいたします。では、着座にて御説明

させていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○教育部次長（松本康祐君） 予算書の３ペー

ジをお願いいたします。 

 歳出の第９款・教育費に５９万円を追加し、

補正後の額を６０億４１２７万７０００円とす

るものです。 

 それでは、歳出の具体的内容について説明い

たします。 

 予算書の１８ページを御覧ください。 

 上段の表、款９・教育費、項１・教育総務費、

目２・事務局費に職員給与経費（退職手当）と

して５９万円を計上しております。これは、公

立幼稚園におきまして、今年度をもって任期満
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了となる臨時任用職員３人分の退職手当につい

て、不足額を補正するものでございます。 

 以上が、教育部が提案いたしております補正

予算・第１４号の内容でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（大倉裕一君） 公立幼稚園の閉園に伴

って臨時任用職員さんが３名ということだった

ですかね。 

○教育部次長（松本康祐君） 閉園ではなくて、

今、現に例えば育児休業とかでですね、欠員に

なっている分の臨時職員の分になります。の退

職手当。（委員大倉裕一君「はい、理解しまし

た」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。ありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

第９款・教育費についてを終了します。 

 執行部入れ替わりのため、小会します。 

（午前１０時０４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時０５分 本会） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、歳出の第３款・民生費及び第４款・衛

生費について、健康福祉部から説明を願います。 

○健康福祉部長（福祉事務所長兼務）（福本桂

三君） 皆様、おはようございます。（｢おは

ようございます」と呼ぶ者あり）健康福祉部の

福本です。本日はよろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第３号・令和６年度八代市一

般会計補正予算・第１４号、当委員会関係分、

第３款・民生費、第４款・衛生費、健康福祉部

所管につきまして、健康福祉部、䭜田次長が御

説明します。よろしくお願いします。 

○健康福祉部次長（福祉事務所次長兼務）（嚨

田美樹君） 皆さん、おはようございます。

（｢おはようございます」と呼ぶ者あり）健康

福祉部、䭜田です。どうぞよろしくお願いいた

します。それでは、座って説明させていただき

ます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○健康福祉部次長（福祉事務所次長兼務）（嚨

田美樹君） 健康福祉部所管分の補正予算につ

いて説明します。 

 議案第３号・令和６年度八代市一般会計補正

予算書・第１４号を御覧ください。 

 ３ページをお願いします。 

 第１表、歳入歳出予算補正の歳出です。 

 款３・民生費、項１・社会福祉費に５億８２

２２万２０００円を追加し、補正後の予算額１

４７億１１０８万１０００円とし、また、項

２・児童福祉費３億１１０４万円を追加し、補

正後の予算額を１０６億１６８８万１０００円

とし、また、項３・生活保護費に８９２１万円

を追加し、補正後の予算額３３億８７１５万１

０００円としまして、民生費の総額は、３つ上

になりますが、２８７億１６０７万９０００円

としております。 

 次に、款４・衛生費、項１・保健衛生費に９

９７万４０００円を追加し、補正後の予算額を

２１億６８９０万３０００円とし、衛生費の総

額は、１つ上になりますが、５３億７６９９万

８０００円としております。 

 続きまして、１４ページをお願いします。 

 歳出の主な内容を説明いたします。 

 下の表、款３・民生費、項１・社会福祉費、

目１・社会福祉総務費です。特別会計繰出金事

業（介護）の繰出金として２９０１万４０００
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円を計上しています。これは、国の介護保険料

の所得段階等における基準の見直しに伴う介護

保険システムの改修経費及び介護給付費の本市

負担分を介護保険特別会計へ繰り出すものです。

事業の詳細については、介護保険特別会計補正

予算・第４号で説明します。 

 次に、目４・障害福祉対策費で、障害福祉サ

ービス給付事業として、扶助費９０００万円を

計上しています。これは、就労継続支援Ｂ型や

共同生活援助などの件数が増えたこと。また、

令和６年４月に障害福祉サービス等報酬が改定

され、１件当たりの金額が増加したことなどに

より、給付費が不足することによるものです。

特定財源は２分の１の国庫支出金及び４分の１

の県支出金を予定しております。 

 次に、目６・電力・ガス・食料品等価格高騰

重点支援給付金給付事業費で、物価高騰重点支

援給付金給付事業（不足額給付）として４億６

３２０万８０００円を計上しております。給付

対象は、令和７年１月１日において本市に住民

登録があり、次の２つの条件のいずれかに該当

する方です。 

 １つ目は、本年度に定額減税または調整給付

を受けた額が、改めて算定した額より少なかっ

た方です。この場合は差額を計算し、１万円単

位で給付することとし、対象は１万２０００人

を見込んでいます。 

 ２つ目は、個人事業主の下で働く家族従業員

などで、昨年度から実施した低所得者支援及び

定額減税補足給付の対象外となっていた方です。

該当する方には定額の４万円を給付しますが、

令和６年１月１日に国外居住者だった場合は、

令和６年度住民税の課税が発生しないため、所

得税分の３万円を給付することとし、対象は６

００人を見込んでいます。 

 いずれの場合も対象者には、令和７年の市民

税が確定する６月以降に、プッシュ式で通知を

発送し、速やかに支給を行うこととしておりま

す。 

 事務費のうち、委託料は３３８８万８０００

円で、給付金支給事務の一部については、現在

進めている令和６年度電力・ガス・食料品等価

格高騰重点支援給付金の事務と同様に外部委託

を行うこととしております。 

 また、給付総額を４億２４００万円としてお

り、特定財源として、全額、国庫支出金を予定

しております。 

 なお、この事業に関しては、本年度内の完了

が困難となるため、全額、繰越明許費の設定を

行っております。 

 １５ページをお願いします。 

 一番上の表、項２・児童福祉費、目３・保育

所費で、３億１１０４万円を計上しています。

まず、私立保育所保育事業で２億３９１４万２

０００円、施設型給付事業で６３２５万６００

０円、合計３億２３９万８０００円を計上して

います。これは、保育所の運営費の積算根拠と

なる公定価格が令和６年４月１日に遡って改定

されたため、不足する給付費を補正するもので

す。 

 ここで、お配りしております資料を御覧くだ

さい。右上に、令和７年３月１４日文教福祉委

員会議案第３号関係とあります。 

 まず、公定価格改定の経緯です。昨年１２月

に同事業の補正を御承認いただいた分について

は、令和５年度の当初公定価格より令和６年度

の当初公定価格が上昇したことによる不足額を

補正するものでした。 

 今回の補正は、令和６年度の改定後の公定価

格に伴うもので、人事院勧告による国家公務員

の給与改定に準じ、保育所職員の人件費を１０.

７％程度引き上げるものです。 

 次に、対象は私立保育所、認定こども園・幼

稚園及び地域型保育事業所となり、それぞれの

事業費目において補正予算を計上しています。 

 なお、地域型保育給付事業については、既存
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の予算において対応することとしています。 

 最後に、保育所等における給付費の使途につ

いては、職員の賃金に充てるように各施設に指

導し、その状況については、実績報告で確認を

行うこととしています。 

 予算書に戻っていただいていいでしょうか。

１５ページをお願いします。 

 特定財源は２分の１の国庫支出金及び４分の

１の県支出金を予定しております。 

 次に、保育所等物価高騰対策支援金支給事業

（重点交付金）で８６４万２０００円を計上し

ております。これは県の補助事業を活用し、物

価高騰の影響に直面する保育所等の事業者に対

し、基準額に応じた補助金を支給するものです。

特定財源は全額県支出金を予定しています。 

 なお、放課後児童クラブ、子育て支援センタ

ーについては、令和７年度当初予算にて予算計

上し、支援金を支給する予定としています。こ

の事業に関しては本年度内の完了が困難となる

ため、全額繰越明許費の設定を行っております。 

 次に、中段の表、項３・生活保護費、目２・

扶助費で、生活保護費給付事業に伴う扶助費と

して８９２１万円を計上しています。これは新

規保護開始世帯数及び延べ保護人員が増加した

ことによる生活扶助費、住宅扶助費の増加や、

高齢者など医療行為を必要とする人員の増加に

よる医療扶助費の増加により不足した給付費を

補正するものです。 

 なお、特定財源は４分の３の国庫支出金を予

定しています。 

 続きまして、一番下の表、款４・衛生費、項

１・保健衛生費、目１・保健衛生総務費で９９

７万４０００円を計上しています。まず、地域

医療支援事業に伴う負担金補助及び交付金とし

て１１０万円を計上しています。これは、令和

５年度から７年度の３か年で熊本労災病院が行

う新棟建設に伴う災害時の負傷者等受入れスペ

ースの整備に関し、国の補助事業に係る地方負

担分３分の１について、県及び八代市と氷川町

で構成する八代医療圏域で負担を行うものです。

事業の進捗が早まり、令和６年度分の経費が増

加したため、不足した負担金を補正するもので

す。 

 なお、特定財源は市債１００万円を予定して

います。 

 次に、特別会計繰出金事業（診療所）で繰出

金８８７万４０００円を計上しています。これ

は、令和５年度の県補助金の超過交付分を返還

する費用及び本年度の県補助金の減額相当分に

ついて、診療所特別会計に繰り出すものです。

事業の詳細については、診療所特別会計補正予

算・第２号で説明します。 

 以上が健康福祉部所管分の補正予算の説明と

なります。御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。ありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第３号・令和６年度八代市一般会計補正

予算・第１４号中、当委員会関係分については、

原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求めま

す。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午前１０時１６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 
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（午前１０時１７分 本会） 

◎議案第４号・令和６年度八代市国民健康保険

特別会計補正予算・第４号 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、議案第４号・令和６年度八代市国民健

康保険特別会計補正予算・第４号を議題とし、

説明を求めます。 

○国保ねんきん課長（髙﨑博文君） おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）国保ねんきん課の髙﨑でございます。

よろしくお願いいたします。 

 議案第４号・令和６年度八代市国民健康保険

特別会計補正予算・第４号について、着座にて

説明させていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○国保ねんきん課長（髙﨑博文君） 予算書の

１ページをお願いいたします。 

 第１条において、歳入歳出予算の総額に歳入

歳出それぞれ９９万７０００円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１７０億１

２６８万１０００円としております。 

 ２ページをお願いします。 

 第１表、歳入歳出予算補正の下の表、歳出に

おいて、款６・基金積立金、項１・基金積立金

を２０万円増額し、補正後の予算額を２０万３

０００円とし、款７・諸支出金、項１・償還金

及び還付加算金を７９万７０００円増額し、補

正後の予算額を１５３８万７０００円としてお

ります。 

 また、上の表、歳入において、款６・財産収

入、項１・財産運用収入を２０万円増額し、補

正後の予算額を２０万３０００円とし、款８・

繰越金、項１・繰越金を７９万７０００円増額

し、補正後の予算額を１億２３００万２０００

円としております。 

 ６ページをお願いします。 

 それでは、歳出の具体的内容について説明い

たします。 

 款６・基金積立金、項１・基金積立金、目

１・基金積立金を２０万円増額しております。

これは、国民健康保険財政調整基金の普通預金

利率が上がったことに伴い、その増加分を増額

補正するものです。 

 下の表、款７・諸支出金、項１・償還金及び

還付加算金、目１・償還金を７９万７０００円

増額しております。これは、令和５年度に受け

入れた国・県から交付金等の超過分を返還する

ために補正するものでございまして、市町村国

保ヘルスアップ事業分５７万６０００円、特定

健康診査等負担金分１９万３０００円が主なも

のでございます。 

 恐れ入りますが、戻りまして、５ページをお

願いいたします。 

 財源としましては、上の表、歳入の款６・財

産収入、項１・財産運用収入、目１・利子及び

配当金の２０万円と、款８・繰越金、項１・繰

越金、目１・繰越金の７９万７０００円で、合

わせて歳出の総額と同額を計上しております。 

 以上で議案第４号・令和６年度八代市国民健

康保険特別会計補正予算・第４号の説明を終わ

ります。御審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。ありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第４号・令和６年度八代市国民健康保険

特別会計補正予算・第４号については、原案の

とおり決するに賛成の方の挙手を求めます。 
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（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午前１０時２１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時２２分 本会） 

◎議案第５号・令和６年度八代市介護保険特別

会計補正予算・第４号 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、議案第５号・令和６年度八代市介護保

険特別会計補正予算・第４号を議題とし、説明

を求めます。 

○介護保険課長（草西亮介君） 皆様、おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり）介護保険課の草西と申します。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

 議案第５号・令和６年度八代市介護保険特別

会計補正予算書・第４号に基づきまして、御説

明をいたします。それでは、座りまして説明を

させていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○介護保険課長（草西亮介君） 初めに、予算

書の１ページをお願いいたします。 

 第１条におきまして、歳入歳出それぞれ２億

３０６９万５０００円を追加し、補正後の歳入

歳出予算の総額をそれぞれ１５３億１９２６万

６０００円としております。 

 ２ページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算補正の下段の表、歳出

でございますが、款１・総務費、項１・総務管

理費で５２万８０００円、款２・保険給付費、

項１・保険給付費で２億３０００万円、款４・

基金積立金、項１・基金積立金で１６万７００

０円を追加しております。 

 それでは、歳出の具体的内容について御説明

をいたします。 

 ８ページをお願いいたします。 

 まず、上段の表、款１・総務費、項１・総務

管理費、目１・一般管理費の５２万８０００円

は、介護保険法施行令の一部改正に伴い、令和

７年度から介護保険料の所得段階等における基

準について見直されることとなりましたことか

ら、介護保険システムの改修を行うための経費

でございます。 

 次に、款２・保険給付費、項１・保険給付費、

目１・介護サービス給付費の２億３０００万円

は、施設介護サービス給付事業及び地域密着型

サービス事業におきまして、当初の予想よりも

利用が伸びたことと、令和６年度の介護報酬改

定の影響により、予算が不足する見込みとなり

ましたことから追加するものでございます。 

 次に、款４・基金積立金、項１・基金積立金、

目１・基金積立金の１６万７０００円は、介護

給付費準備基金の利子積立金で、預金利率の変

更により追加するものでございます。 

 次に、歳入につきまして御説明をいたします。 

 ５ページから７ページまでは、先ほど御説明

をいたしました歳出の介護サービス給付費の国

県市等の負担分や、システム改修経費の２分の

１の国庫補助金などでございます。 

 歳入のうち主なものを説明させていただきま

すが、まず５ページでは、款４・支払基金交付

金、項１・支払基金交付金、目１・介護給付費

交付金で６２１０万円を、次に、款５・国庫支

出金、項１・国庫負担金、目１・介護給付費負

担金で３９００万円を計上しております。 

 ６ページをお願いいたします。 

 款６・県支出金、項１・県負担金、目１・介

護給付費負担金で３５７５万円を計上し、７ペ

ージでは、款８・繰入金、項１・一般会計繰入

金、目１・一般会計繰入金で２９０１万４００

０円を計上しております。 

 以上で、議案第５号・令和６年度八代市介護

保険特別会計補正予算・第４号の説明を終わり

ます。御審議のほどよろしくお願いいたします。 
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○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（橋本徳一郎君） 介護給付の利用者が

増えたというふうに報告あったんですが、具体

的にどのぐらい増えたか分かりますか。 

○介護保険課長（草西亮介君） 施設介護サー

ビス費におきましては約２９０件ほど伸びる見

込みでございます。それと地域密着型介護サー

ビスのほうでは２４０件ほど伸びる見込みとし

ております。 

 以上でございます。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（橋本徳一郎君） これは利用者が増え

たと、高齢者が増えたということもあるんです

かね。 

○介護保険課長（草西亮介君） 高齢者の数と

いいますか、認定者数もやはり少し伸びていら

っしゃるというところと、また事業所のほうの

開設がありましたというところもありまして、

その分がプラスになっているかと思います。

（委員橋本徳一郎君「分かりました。」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。ございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。ありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第５号・令和６年度八代市介護保険特別

会計補正予算・第４号については、原案のとお

り決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会します。 

（午前１０時２７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時２８分 本会） 

◎議案第６号・令和６年度八代市診療所特別会

計補正予算・第２号 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、議案第６号・令和６年度八代市診療所

特別会計補正予算・第２号を議題とし、説明を

求めます。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） お

はようございます。（｢おはようございます」

と呼ぶ者あり）健康福祉政策課の石本です。よ

ろしくお願いいたします。失礼しまして、着座

にて説明させていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） そ

れでは、議案第６号・令和６年度八代市診療所

特別会計補正予算・第２号につきまして、御説

明いたします。 

 なお、今回の補正につきましては、過年度、

令和５年度、へき地診療所運営費補助金の交付

額の確定に伴う超過交付額の返還、また、令和

６年度の同補助金の減額交付に伴い、不足額に

ついて補正するものです。 

 初めに、予算書の１ページをお願いします。 

 第１条で歳入歳出予算の総額に歳入歳出それ

ぞれ３５４万８０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額をそれぞれ７８４４万８０００円とし

ております。 

 ２ページをお願いします。 

 第１表、歳入歳出予算補正の下の表、歳出で

ございますが、款１・総務費、項１・総務管理

費３５４万８０００円を追加しております。 

 歳出の具体的内容につきまして、５ページを

お願いいたします。 

 下の表３、歳出の款１・総務費、項１・総務

管理費、目１・一般管理費の３５４万８０００
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円の追加は、主に医薬品購入費等に係る医療費

について、当初予定していた額より少なかった

ことなどの歳出額の減により、県からのへき地

診療所運営費補助金に交付額の超過が生じたも

のでございます。 

 次に、２、歳入につきましては、上の表、款

３・県支出金、項１・県補助金を５３２万６０

００円の減額、真ん中の表、款４・繰入金、項

１・一般会計繰入金に８８７万４０００円の追

加を計上としております。 

 以上で、議案第６号・令和６年度八代市診療

所特別会計補正予算・第２号の説明を終わりま

す。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（橋本徳一郎君） 医療費、医薬品など

が減ったということですけど、受診者が減った

という理解でいいんですか。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） た

だいまの質問なんですけれども、院内処方をす

るに当たりまして、医薬品をある程度まとめて

ストックしているということになるんですけれ

ども、毎年組んだ予算の中で不足する薬品等を

いわゆる補充等をするんですけれども、補充の

分が予想よりも少なく済んだということで患者

さんの大きな減というよりは在庫管理の中での

予算減ということになるかと思います。 

 以上、お答えといたします。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。

ほかにございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。ありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第６号・令和６年度八代市診療所特別会

計補正予算・第２号については、原案のとおり

決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午前１０時３２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時３４分 本会） 

◎議案第７号・令和７年度八代市一般会計予算

（関係分） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、議案第７号・令和７年度八代市一般会

計予算中、当委員会関係分を議題とし、説明を

求めます。 

 それでは、歳出の第９款・教育費及び第１０

款・災害復旧費について、教育部から説明を願

います。 

○教育部長（田中智樹君） 改めまして皆様こ

んにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり） 

 それでは、令和７年度当初予算の審査をお願

いするに当たりまして、教育部所管の事業につ

きまして、総括をさせていただきます。座らせ

て説明させていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○教育部長（田中智樹君） まず初めに、令和

７年度の教育部所管の当初予算額でございます

が、７４億１９６万３０００円であり、前年度

比で２２億６３０５万９０００円、率にして約

４４％の増加となり、令和６年度に引き続き大

幅な増額予算となっております。 

 この要因としまして、令和７年度が最終年度

となる学校トイレ洋式化改修工事をはじめ、市

立博物館の大規模改修工事の本格化、さらには

（仮称）新南部学校給食センター施設整備に向

けた工事着工など、主にハード事業が重なった
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ことによるものです。 

 それでは、本市教育の基本方針を示します第

３期教育振興基本計画の６つの基本目標に沿っ

て、新規事業・重点事業等を中心に御説明しま

す。 

 基本目標１は学校教育の充実関係でございま

す。子供たちの生きる力を育成するため、知・

徳・体のバランスの取れた力を育んでまいりま

す。 

 その一つとして、昨年末に改定した学力向上

やつしろプラン及び不登校対策やつしろプラン

では、いきいきと学ぶやつしろの子供をサブタ

イトルに掲げ、全教職員の共通理解の下、児童

生徒の確かな学力の育成と社会的な自立を目指

して取り組んでまいります。 

 特に学力充実の面では、中学校英語教育の充

実に向けた英語検定受検費用の補助を、令和６

年度に引き続き、中学３年生の全生徒に対し、

全額補助を実施してまいります。各学校におけ

る授業改善と併せた継続した取組を進めること

で、生徒の英語力向上を図ってまいります。 

 次に、いじめ・不登校対策として、これまで

同様、年に２回、子供たちへ、学校や家庭での

生活の様子について質問調査を行うｉ－ｃｈｅ

ｃｋを実施いたします。本調査を通して、学級

全体や児童生徒一人一人の実態を適切に把握し、

いじめの根絶及び不登校の未然防止へ向けた取

組を行ってまいります。 

 また、児童生徒に対する支援では、教育支援

センターくま川教室の指導員を増員し、社会的

自立に向けた支援を強化してまいります。 

 基本目標２は、学校教育環境の整備でござい

ます。本年度、小学校教科書改訂に続き、令和

７年度は、中学校の教科書改訂が行われますこ

とから、小学校と同様に、教師用のデジタル教

科書をほぼ全ての教科に導入するなど、ＩＣＴ

教育のさらなる推進を図ってまいります。 

 次に、施設整備の面では、冒頭申し上げまし

た本市の重点戦略の一つである学校トイレ洋式

化の総仕上げの年として、年度末までに実質１

００％を目指して改修工事を加速してまいりま

す。 

 また、新規事業としまして、ゼロカーボンシ

ティの実現に向けた学校施設ＬＥＤ化に取り組

んでまいります。まずは、未整備となっている

小中学校１２校の体育館照明設備の取替えを予

定しており、以降は校舎内を中心に計画的に進

めてまいります。 

 また、本市の学校施設の約７割以上は、築３

０年が経過し、その多くが建て替えや大規模改

修の時期を迎えております。将来の財政負担や

昨今の多様な学習ニーズへの対応、さらには少

子化による児童生徒数の減少など、様々な角度

からの検討が急務となってきております。 

 今回、市内でも特に老朽化が顕著な代陽小、

太田郷小、第一中学校について、今後の整備方

針などを検討するため、建物の耐力度調査を実

施することとしております。 

 次に、（仮称）新南部学校給食センターの整

備につきましては、昨年９月定例会において、

令和９年度までの継続費の設定を行ったところ

ですが、いよいよ来月４月から施設整備に着工

すべく、継続費の年度割分に加え、用地の造成

費用について予算計上を行っております。順調

に進みますと、令和９年３月末の完成、４月か

らの開業準備を経て、２学期からの給食提供を

予定しております。 

 また、学校給食関連では、令和４年度及び５

年度に実施しました学校給食費負担軽減事業を

令和７年度に再開し、物価高騰に直面する子育

て世帯の生活支援を継続してまいります。 

 次に、市立幼稚園に関しましては、再編計画

に基づき、現在の６園を令和８年３月末をもっ

て閉園し、同年４月より新たに２園に再編し、

開園しますことから、その準備経費として、再

編による園児や保護者の不安を和らげるための
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交流保育や、施設の空調、トイレ、駐車場など

の環境整備を行ってまいります。 

 基本目標３は、学校・家庭・地域の連携・協

働でございますが、地域と協力しながら、教育

活動を展開する地域とともにある学校づくりを

目指し、コミュニティスクールと地域学校協働

活動の一体的な推進を進めてまいります。 

 現在、全ての小・中・特別支援学校において、

地域コーディネーターを配置しており、引き続

き、幅広い地域住民の参画を得ながら、地域全

体で子供たちの学びや成長を地域の力で支える

ことで、子供たちにとってよりよい教育環境を

整え、地域の活性化にもつなげてまいります。 

 基本目標４は、生涯学習環境の充実でござい

ますが、まず、重点戦略の一つであります、時

代の変化に応じたスキルを学ぶリカレント教育

や、デジタル社会への対応など、多様化・高度

化する学習ニーズに対応するため、幅広い世代

が参加できる講座などを通して、生涯学習活動

を推進してまいります。 

 また、これら市民の生涯学習の拠点となる公

民館をはじめ、図書館、博物館などの社会教育

施設についても、安全で快適、便利な学習環境

を提供するため、計画的な整備・改修などを進

めてまいります。 

 特に市立博物館未来の森ミュージアムについ

ては、大規模改修のため、昨年７月から休館し、

現在、館内の設備機器の改修を実施しており、

１年後の令和８年４月の再開館に向け、収蔵品

の移動や点検、近隣施設を活用した展示や学校

への出張講座、ホームページでの情報発信など

を行っております。 

 次の基本目標５、歴史文化遺産に親しめる環

境整備につきましては、経済文化交流部で所管

いたしますので、説明は省略させていただきま

す。 

 最後に、基本目標６、災害からの復興、教訓

の継承につきましては、引き続き、坂本地域へ

のスクールバスによる通学支援を継続するほか、

令和６年度より３か年計画で、市内全ての小学

校において自然災害に対する理解と、命を守る

行動を取る知識を身につけさせる防災教室を実

施してまいります。 

 以上、令和７年度における教育部所管事業に

ついての総括とさせていただきます。 

 引き続き、教育委員会では、変化の激しい社

会の中においても、八代の子供たちが可能性を

信じ、多様な人々と協働し、豊かな人間関係と

社会性を身につけ、心豊かでたくましく育つこ

とができるよう取り組んでまいります。 

 それでは、議案第７号・令和７年度八代市一

般会計予算中、当委員会に付託されました教育

部所管の予算の概要につきまして、次長の松本

から御説明申し上げますので、御審議よろしく

お願いいたします。 

○教育部次長（松本康祐君） 皆様、改めまし

てこんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）

教育部次長、松本でございます。よろしくお願

いいたします。では、着座にて説明させていた

だきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○教育部次長（松本康祐君） 一般会計予算書

の６ページを御覧ください。 

 第１表、歳入歳出予算の歳出、第９款・教育

費について説明いたします。経済文化交流部所

管分も含めました教育費の総額は８２億２６３

万８０００円を計上しており、一般会計予算全

体に占める割合は１０.６６％となっておりま

す。 

 項別の予算は、第１項から第８項まで記載の

とおりとなっております。 

 続いて、その下、第１０款・災害復旧費では、

項３の文教施設災害復旧費１８１０万６０００

円を計上しております。 

 次に、１３ページをお願いいたします。 

 事項別明細書でございます。歳出の本年度の
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款９・教育費の総額８２億２６３万８０００円

は、前年度と比較して２２億４７２１万３００

０円、３７.７％の増加となっております。 

 このうち、教育部所管分は７４億１９６万３

０００円で、前年度比２２億６３０５万９００

０円、４４％の増加となっております。 

 令和６年度に比べ大幅に増額となりましたの

は、本市の重点戦略でもあり、令和７年度をも

って完了予定であります、学校施設のトイレ洋

式化に約１億３４００万円を増額しております

ことや、学校施設の照明をＬＥＤ照明に取り替

えるために７５７０万円、また、本年度から大

規模改修工事に着手しております博物館施設整

備事業に約２億４２００万円の増額、（仮称）

新南部学校給食センターの施設整備業務委託及

び用地造成工事に約１６億６２５０万円を計上

したことによるものです。 

 続いて、その下段、款１０・災害復旧費の総

額８億４８４８万５０００円のうち、１８１０

万６０００円が教育部所管分となります。 

 なお、この内訳につきましては、後ほど御説

明いたします。 

 それでは、歳出について、目ごとの主な事業

について御説明いたします。 

 ９５ページをお願いいたします。 

 初めに、款９・教育費、項１・教育総務費、

目１・教育委員会費です。前年度比１万円増の

３３４万８０００円を計上しています。教育委

員関係事務事業としまして、教育委員４人分の

報酬、会議や研修等への出席費用弁償が主なも

のです。 

 続いて、目２・事務局費です。前年度比３０

６万３０００円減の５億６７６７万９０００円

を計上しています。主な内容でございますが、

特別職、一般職合わせて５９人分の職員給与経

費４億８１０３万５０００円のほか、説明欄の

上から９段目の、いじめ・不登校等対策推進事

業に３４８万４０００円を計上しております。 

 専門的な立場からの助言指導を行ういじめ問

題対策連絡協議会、学校支援委員会、いじめ防

止等対策委員会の関係経費６９万６０００円を

はじめ、いじめの未然防止及び早期発見を図る

ための総合質問紙調査ｉ－ｃｈｅｃｋの実施委

託料２７８万８０００円が主なものです。 

 １つ飛びまして、ＩＣＴ授業サポート事業で

は、３９８０万円を計上しております。ＩＣＴ

環境を活用した学習活動の充実を図るために、

ＩＣＴ授業サポーター１０人体制による教職員

へのＩＣＴ機器の効率的な活用支援として、業

務委託料３９６０万円が主なものです。特定財

源として、ふるさと八代元気づくり応援基金か

らの繰入金を予定しております。 

 ２つ飛びまして、未来の学校づくり推進事業

に３９万９０００円を計上しております。本事

業は、次代を担う子供たちの教育環境を充実さ

せ、生きる力を育む教育を実現するために、学

校再編に向けた取組を進める事業でございます。 

 主な内容として、八代市立学校再編等審議会

委員１０名分の報酬１６万円、先進地視察旅費

１１万１０００円を計上しております。 

 続いて、説明欄一番下の学校教育訴訟関係事

業に３２万４０００円を計上しております。こ

れは、市内学校における問題事案に係る訴訟関

係経費でございます。 

 次に、目３・教育サポートセンター費です。

前年度比１１３万８０００円増の４４３２万７

０００円を計上しています。 

 説明欄３段目の教育サポート事業の７３０万

円は、教育サポーター２人を配置するための経

費が主なものです。経験豊かで実践的な指導力

が高い退職教員により、学校や園との連携の下、

若手教職員はもちろんのこと、幅広く教育現場

が直面する課題を的確に把握し、解決や改善に

向けた適切な支援を行う予定です。 

 次のページ、上から４段目の特別支援教育相

談事業６３７万４０００円は、特別支援教育ア
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ドバイザー２人分の経費が主なものです。特別

な支援を必要とする園児、児童生徒への適切な

支援と、担任や特別支援コーディネーター、保

護者などからの相談を受け、実態に応じた支援

や助言を行ってまいります。 

 次の目４・特別支援教育推進費では、特別支

援教育推進事業に前年度比２５万１０００円増

の１９２万５０００円を計上しています。発達

障害を含む障害のある幼児、児童生徒の教育的

ニーズに応じた就学支援を行う教育支援委員会

に要する経費が主なものでございます。 

 次の目５・学校保健費には、前年度比５３６

万２０００円減の７８５４万円を計上しており

ます。 

 主な事業では、説明欄上から６段目の小・

中・特・幼健康診断事業の５９０７万８０００

円は、学校保健安全法に基づき、児童生徒及び

幼児、学校職員の健康診断を行うものです。 

 次のページ、項２・小学校費、目１・学校管

理費では、前年度比４６０９万４０００円減の

５億２５５６万４０００円を計上しています。 

 主な事業では、まず小学校管理運営事業の２

億５１２０万１０００円は、学校事務員１８人、

用務員２２人の給与等経費１億１１１８万５０

００円と、光熱水費１億２４１万４０００円な

どが主なものです。 

 このほか、２年間検証したプールモデル事業

を今後も近隣校や民間プール等を活用する通常

事業に切り替え、その水泳授業支援に係る経費

として３５５万７０００円を計上しております。

特定財源として、小学校の体育館などの使用料

ふるさと八代元気づくり応援基金からの繰入金

などを予定しております。 

 ２つ飛びまして、小学校通学関係事業の５２

８９万６０００円は、主に通学支援のため、７

校で運行しておりますスクールバス１３台分の

運行経費などでございます。 

 １つ飛びまして、新規の小学校施設ＬＥＤ化

事業に５０７２万８０００円を計上しておりま

す。こちらは、カーボンニュートラルの実現に

向けて、未整備部分の小学校８校の体育館照明

をＬＥＤ照明に取り替えるものでございます。

特定財源といたしまして、脱炭素化推進事業債

を予定しております。 

 その下、新規の小学校耐力度調査事業としま

して、１６５０万円を計上しております。こち

らは、築３０年を経過する学校施設が７０％を

超えていることから、耐力度調査により建物の

老朽化を総合的に評価し、今後の施設整備に生

かすものでございます。 

 対象は、代陽小学校、太田郷小学校の２校で

あり、特定財源として、全額、平成２８年熊本

地震復興基金繰入金を予定しております。 

 続きまして、目２・教育振興費でございます。

前年度比５０２１万７０００円減の３億２８６

７万２０００円を計上しております。 

 主な事業ですが、説明欄の上から４段目、学

校支援職員配置事業（小学校）の１億４０８８

万９０００円は、多様化する学校現場において、

児童の実態に応じた継続的な支援を行うため、

令和６年度と同様に、学校図書館支援員を１８

人、英語指導員３人を配置します。 

 また、教育的配慮を必要とする児童に対する

特別支援教育支援員については、令和６年度よ

り３人減員の４７人ですが、教職員との連携強

化や支援の充実を図るため、勤務時間を１日４

時間から５時間に増やしております。不登校や

問題行動に関わる児童に対する生徒指導支援員

については、１人増員の４人を配置いたします。 

 次のページ、ＩＣＴ教育推進事業（小学校）

では、１億１４７５万２０００円を計上してい

ます。ＩＣＴを活用し、個別最適で協働的な学

びの授業展開ができるよう、児童及び教職員の

端末やネットワーク機器等の環境整備を行う経

費として、システムリース料６５０６万８００

０円、学習支援ソフト等使用料１４２３万２０
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００円、各教室の大型掲示装置４７台の購入経

費６５７万７０００円などを計上しています。 

 なお、現在導入しております学習支援ソフト

については、使用期間満了に伴い、効果検証を

行った結果、今後は全学年で使用可能なソフト

に一本化する予定としております。特定財源と

して、ふるさと八代元気づくり応援基金繰入金

を予定しております。 

 次の目３・学校建設費では、小学校施設トイ

レ改修事業において、前年度比１億４８万９０

００円減の５億３６７１万８０００円を計上し

ています。今回、小学校においては、トイレ全

面・部分改修工事７校、簡易改修１６校を予定

しており、児童の快適な学校生活と災害時にお

ける安全・安心な施設環境を提供してまいりま

す。 

 なお、特定財源といたしまして、国庫支出金

である学校施設環境改善交付金のほか、地方債

では合併特例債及び過疎債を予定しております。 

 続いて、項３・中学校費、目１・学校管理費

でございます。前年度比１億７４７０万３００

０円増の４億７９０７万４０００円を計上して

おります。 

 主な事業では、まず中学校管理運営事業の１

億４６３０万９０００円は学校事務員８人、用

務員１５人の給与等経費６４４６万５０００円

と、光熱水費６１０６万１０００円などが主な

ものです。 

 ５つ飛びまして、中学校施設整備事業の２億

１１４３万２０００円は、中学校１５校におい

て、安全・安心で快適な教育環境を提供するた

めに必要な修繕や整備に要する経費でございま

す。 

 主なものは、第五中学校エレベーター設置工

事７７９４万３０００円、千丁中学校グラウン

ド施設改修工事９８８０万９０００円などでご

ざいます。特定財源に、国庫支出金及び地方債

である合併特例債、過疎債を予定しております。 

 その下、新規の中学校施設ＬＥＤ化事業に２

４９７万２０００円を計上しております。こち

らも小学校同様、未整備分の中学校４校の体育

館照明をＬＥＤ照明に取り替えるものでござい

ます。特定財源といたしまして、脱炭素化推進

事業債を予定しております。 

 その下、新規の中学校耐力度調査事業としま

して、８２５万円を計上しております。こちら

は、老朽化が特に進んでいる第一中学校が耐力

度調査の対象となります。特定財源として、全

額、平成２８年熊本地震復興基金繰入金を予定

しております。 

 次のページ、目２・教育振興費をお願いいた

します。前年度比６３５９万６０００円増の３

億６７６２万３０００円を計上しています。 

 主な事業では、説明欄２段目の学校支援職員

配置事業（中学校）の６４０６万４０００円は、

小学校同様、多様化する学校現場において、生

徒の実態に応じ、継続的な支援を行うため、今

年度と同様に学校図書館支援員７人、特別支援

教育支援員１９人、生徒指導支援員９人を配置

いたします。 

 次の学校教材充実事業（中学校）では、７０

２０万８０００円を計上しています。主なもの

として、中学校の教科書採択に伴う教師用の教

科書、指導書、デジタル教科書の購入に約５７

２０万円を計上いたしております。 

 このほか、毎年４月と１２月に実施しており

ます本市独自の学力・学習状況調査委託料６０

１万１０００円に加え、英語検定受検料の補助

金を５４０万３０００円とし、補助内容を今年

度同様、中学１年、２年生を半額補助、中学３

年生は全額補助にすることで、生徒の英語力向

上と確かな学力育成を図ってまいります。特定

財源として、県の中学校英語検定チャレンジ事

業補助金などを予定しております。 

 ２つ飛びまして、不登校児童生徒の教育支援

事業１５２２万円は、教育支援センターくま川
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教室を運営する経費として、指導員１３人分の

人件費１４５６万４０００円が主なものでござ

います。令和７年度より新たに指導員１名を増

員して、不登校状態にある児童生徒への教育相

談や学習指導、自然体験的活動を実施し、社会

的な自立を目指すとともに、状況に応じて学校

復帰を支援してまいります。特定財源として、

国庫補助金のほか、八代市学校・子ども教育応

援基金繰入金を予定しております。 

 ４つ飛びまして、ＩＣＴ教育推進事業（中学

校）では、６６１２万５０００円を計上してい

ます。小学校と同様、生徒及び教職員の端末や

ネットワーク機器等の環境整備を行う経費とし

て、システムリース料４１４７万６０００円、

学習支援ソフト等使用料７２５万７０００円な

どを計上しています。特定財源として、ふるさ

と八代元気づくり応援基金繰入金を予定してお

ります。 

 次の中学校部活動整備事業２７３万１０００

円は、中学校の部活動において、教職員に代わ

っての指導や、学校以外の会場までの引率を行

うことができる部活動指導員３人の任用経費２

００万１０００円や、地域クラブ活動への移行

のための運営主体の整備、関係者との協議等を

行うコーディネーター３人の活動経費６０万３

０００円について計上するものです。 

 次の目３・学校建設費では、中学校施設トイ

レ改修事業において、前年度比２億３４６８万

１０００円増の４億６４４８万１０００円を計

上しております。中学校においては、トイレ全

面・部分改修工事６校、簡易改修１１校を予定

しております。特定財源としまして、国庫支出

金である学校施設環境改善交付金のほか、地方

債では合併特例債及び過疎債を予定しておりま

す。 

 次の項４・特別支援学校費、目１・学校管理

費でございます。前年度比１０８６万８０００

円増の５７７１万２０００円を計上しています。 

 主な内容は、説明欄上から４段目の特別支援

学校通学関係事業に３２３０万４０００円を計

上しております。スクールバス６台での運行を

予定しており、運転業務委託２８７７万６００

０円や燃料費１７２万円、突発的な修理代９５

万７０００円の計上となっております。 

 次のページをお願いします。 

 目２・教育振興費では、前年度比１５０６万

１０００円増の５０１０万１０００円を計上し

ています。説明欄一番上の学校支援職員配置事

業（特別支援学校）の３７０９万５０００円は、

個々に応じたきめ細かな教育と医療的ケアを行

う目的で、特別支援教育支援員及び看護師を配

置するための人件費です。 

 令和７年度は、特別支援教育支援員を前年度

同様５人、看護師を７人配置し、医療的ケアの

必要な児童生徒へのきめ細かな対応を行うこと

としております。特定財源には国庫支出金を予

定しております。 

 一番下のＩＣＴ教育推進事業（特別支援学校）

には、４８１万１０００円を計上しています。

支援学校の児童生徒及び教職員の端末やネット

ワーク機器等の環境整備を行う経費として、シ

ステムリース料４０８万３０００円、機器保守

料の４７万１０００円等でございます。特定財

源として、ふるさと八代元気づくり応援基金か

らの繰入金を活用する予定としております。 

 次のページをお願いいたします。 

 項５・幼稚園費、目１・幼稚園費でございま

す。前年度比６３２１万４０００円増の２億７

７７４万６０００円を計上しています。 

 新規の事業としまして、説明欄一番下、幼稚

園再編事業で５７３０万７０００円を計上して

おります。こちらは、市立幼稚園６園の再編に

より、令和８年度から新たに２園が開園するこ

とから、教育環境の整備や園児同士の交流など

を行うものでございます。 

 主な内容といたしまして、開園する２園のト
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イレ洋式化や冷暖房設備、駐車場など施設改修

費用５３８３万３０００円のほか、園児の交流

保育に係る移動経費１１７万２０００円となっ

ております。特定財源といたしまして、八代市

学校・子ども教育応援基金繰入金、公共施設等

適正管理推進事業債を予定いたしております。 

 続きまして、下段の項６・学校給食費、目

１・学校給食費でございます。前年度比１６億

５５１０万円増の２３億８３１７万２０００円

を計上しています。 

 次のページをお願いします。 

 主な事業として、上から３つ目（仮称）新南

部学校給食センター施設整備事業で、１６億６

２４９万円を計上しております。こちらは、令

和９年度の２学期からの新センター供用開始に

向け、ＤＢ方式により施設整備を行うものでご

ざいます。 

 内容といたしまして、基本設計や実施設計、

建設工事等、新センター建設に要する経費１５

億１３００万円、用地造成工事費１億４９４９

万円となっており、９月補正予算で継続費、１

２月補正予算で債務負担行為をそれぞれ設定済

みでございます。特定財源といたしまして、国

庫支出金及び公共施設等適正管理推進事業債を

予定しております。 

 次に、一番下の学校給食費負担軽減事業（重

点交付金）で４５００万円を計上しております。

これはエネルギー・食料品価格等の物価高騰に

直面する子育て世帯の生活支援を目的に、八代

市立幼稚園、小学校、中学校、特別支援学校の

給食費の一部を支援する経費を計上するもので

ございます。特定財源といたしまして、全額、

国の重点交付金としています。 

 続いて、下段の項７・社会教育費、目１・社

会教育総務費でございます。前年度比２４７万

１０００円減の１億３０７２万円を計上してお

ります。 

 主な事業として、下から２番目の学校・家

庭・地域の連携協力推進事業では６７７万６０

００円を計上しています。本事業は、学校を核

とした地域づくりを目指し、市立の小・中・特

別支援学校に地域コーディネーターを配置し、

学校・家庭・地域の連携協力体制を強化し、地

域全体で子供たちの学びや成長を支える環境づ

くりを推進するものです。 

 地域コーディネーターや学習支援員などへの

報償費６４７万９０００円が主なものでござい

ます。特定財源に、県の学校・家庭・地域の連

携協力推進事業補助金及び放課後子ども教室へ

の参加保険料を予定しております。 

 一番下、社会教育事業１３６０万２０００円

は、社会教育指導員３人分の人件費７９８万７

０００円のほか、二十歳の集いの開催経費２１

６万７０００円、八代市地域婦人会連絡協議会

や八代市ＰＴＡ連絡協議会などの社会教育団体

３団体への補助金１８２万１０００円が主なも

のでございます。 

 次のページをお願いします。 

 中段の目２・公民館費です。前年度比４９７

万３０００円増の１億１２３９万９０００円を

計上しています。説明欄上から３段目の生涯学

習推進事業の３４３万５０００円では、市の重

点戦略である人生１００年時代に向けたリカレ

ント教育の支援を踏まえ、多様化・高度化する

学習ニーズに対応するため、幅広い世代が参加

できる講座を開設し、生涯学習活動を推進する

ものでございます。 

 主な内容といたしまして、家庭教育学級経費

１５万９０００円や公民館講座経費１１７万７

０００円、市民の学習活動などの成果を発表す

るまなびフェスタの開催経費１０７万１０００

円のほか、時代の変化に応じたスキルを学ぶた

めのリカレント教育に係る経費９４万８０００

円となっております。特定財源といたしまして、

公民館講座受講料を予定しております。 

 次は、ページ変わりまして、１０４ページ、



 

－17－

中段の目４・図書館費をお願いいたします。前

年度比７９８万１０００円増の１億４９８３万

８０００円を計上しています。図書館管理運営

事業（本館・せんちょう分館・かがみ分館）の

３館分の指定管理に伴う委託料１億３８４１万

６０００円が主なものです。現在の指定管理は

ＴＲＣグループ共同企業体でありますが、令和

７年４月１日から令和１２年３月３１日までの

５年間も引き続き運営いたします。 

 そのほか、本館の机、椅子購入費として１０

４万５０００円などを計上いたしております。

特定財源としましては、坂田道男・道太文庫基

金からの繰入金及び利子、また、森林環境譲与

税基金からの繰入金などを予定しております。 

 その下段、目５・博物館費でございます。前

年度比２億３９１７万９０００円増額の８億４

２３３万１０００円を計上しています。説明欄

最後の博物館施設整備事業７億１７０３万３０

００円は、平成３年の開館以来３３年が経過し

た博物館において、貴重な博物館資料を適切な

環境で保存・展示し、来館者が安全で快適に利

用できるよう、施設の整備機器の更新や改修を

行うものでございます。 

 既に昨年７月から博物館を休館し、大規模改

修工事に着手しており、令和７年度末での完了、

令和８年４月から再開館を予定しております。 

 主な内容といたしまして、大規模改修工事に

伴う資料等運搬費１３１３万４０００円、大規

模改修工事に係る工事監理業務委託料１３８９

万９０００円、大規模改修工事６億９０００万

円となっております。 

 なお、特定財源といたしまして、合併特例債

のほか、教育文化センター建設基金より繰入金

を予定しております。 

 最後に、ページ飛びまして、１０８ページ、

中段の款１０・災害復旧費、項３・文教施設災

害復旧費、目１・公立学校施設災害復旧費をお

願いいたします。公立学校施設災害復旧費とし

て１８１０万６０００円を計上しております。

本事業は、令和６年台風１０号により被災した

八代支援学校北側斜面の崩落土砂対策工事に計

上するものです。特定財源に一般単独災害復旧

事業債を予定しております。 

 以上が、教育部所管分の令和７年度当初予算

の概要でございます。御審議のほどよろしくお

願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。ありませんか。 

○委員（堀口 晃君） いじめ・不登校対策と

いうふうなところがあります。これについて毎

年ですね、いろんな形で予算が計上され、いじ

めが解決されているのかどうかというような部

分が非常に疑問に思うとこなんですが、実際、

今のいじめについてはどのような状況になって

いるかちょっとお聞かせいただいていいですか。 

○委員長（成松由紀夫君） 費用対効果ですか。 

○委員（堀口 晃君） そうです、はい。 

○学校教育課長（加賀真一君） 学校教育課長

の加賀でございます。どうぞよろしくお願いし

ます。 

 いじめ対策関係、いろいろな手を講じており

ますが、いじめのアンケート、そしていじめ認

知件数ともにここ数年、減少している部分があ

ります。昨年に比べて減少傾向にあるその旨、

お伝えをいたします。 

○委員（堀口 晃君） ということは、今、指

導されている部分の中においては効果が出てい

るということで認識していいのかなと思います。 

 それと委員長いいですか。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、どうぞ。 

○委員（堀口 晃君） 不登校に対する部分の

中においては実態把握をして未然防止というよ

うなことでｉ－ｃｈｅｃｋという部分がござい

ますが、これはどのようなシステムでどういう

ふうな効果があるのかという部分をちょっとお
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聞かせいただきたいと思います。 

○学校教育課長（加賀真一君） 委員お尋ねの

ｉ－ｃｈｅｃｋの件でございますが、このｉ－

ｃｈｅｃｋは、学級もしくは児童生徒一人一人

の実態を具体的に把握する調査というものでご

ざいます。実際は自己肯定感であったり、あと

ソーシャルスキルであったり、そういう一人一

人の個性であったり、あと環境の背景だったり、

あと今の頃のありよう、そういうものを具体的

に情報として可視化できるものでございます。 

 実際、学級経営に活用しましたり、あと児童

生徒理解に活用する、そういう調査を行ってお

ります。実際、数値でも出るんですが、レーダ

ーチャートだったり、あと散布図でどの部分の

傾向の子供が多い、そういうものも表等で分か

るようになっております。 

 以上でございます。 

○委員（堀口 晃君） 一応そのデータは集め

るっていうことなんですが、そのデータを集め

た分の活用方法としてどのような対策をされて

いるのかちょっとお聞かせいただきたいんです

が。 

○学校教育課長（加賀真一君） ５月に小学校、

中学校ともにｉ－ｃｈｅｃｋのほうを行います。

そこで学級の様子、子供のありようが分かりま

すので、その部分でまず今の学級、学校の現状

がどういうふうなのか、まず学校として把握が

できます。 

 あと加えまして、これは県の予算なんですが、

１２月にも同じｉ－ｃｈｅｃｋを行いますので、

そこでまた比較しながら改善、検討を行ってい

くという部分で検証があっております。 

 以上でございます。（委員堀口晃君「はい、

分かりました」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（大倉裕一君） 学校教育訴訟関係とい

うことで説明があったんですけど、詳しく内容

に触れられなかったというふうに思います。３

２万円ぐらい訴訟費用が上がってるんですけど、

話せる範囲で構いませんので。 

○委員長（成松由紀夫君） 何ページですか。

（｢９５ページ」と呼ぶ者あり） 

 ９５ページの学校訴訟関係、話せる範囲で。 

○学校教育課長補佐（黒木崇博君） 学校教育

課、黒木です。御質問ありがとうございます。 

 内容につきましては、閲覧制限の申立書が相

手側からあっておりますので、個人を特定した

りとかされないように内容についてはお知らせ

することはできません。しかし、今、担当弁護

士といろいろ協議しながら適正に進めていると

ころでございます。 

 予算につきましては、今年度は補正で計上し

ておりました。なので、来年度は令和７年度の

当初予算で３２万４０００円を計上したところ

です。よろしいでしょうか。 

 以上でございます。 

○委員（大倉裕一君） 過去にあった指導法に

対してのですね、訴訟という形で理解をしてお

きたいというふうに思います。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、そのまま。 

○委員（大倉裕一君） ほかのやつで。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、どうぞ。 

○委員（大倉裕一君） 教育部長のほうから英

語の力を伸ばしていきたいということで検定の

補助金といいますか、受検費用をですね、１、

２年生は半額、３年生は全額ということであり

ましたけれども、ここの考え方、私、逆でもい

いのかなと思ってですね。１、２年生に英語に

なじんでもらうために全額出すということでも

いいのかなというふうな思いを持ったんですけ

ど、決められた枠の中で１、２年生は半額、３

年生は全額というふうな方針を持っていらっし

ゃるところの考え方をお聞かせいただけますか。 

○教育部長（田中智樹君） １年生からという

部分もあるんですけども、本市の目標としては
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中学卒業時にＣＥＦＲ、Ａ１レベル、３級レベ

ルの取得を目指しております。当然、１、２年

生でももう３級を取る実力を持ってる子供たち

もいるんですけども、そこのところはまずは４

級、５級というところからステップアップして

いくというところで、今のところ３年生を全額

補助で、３年生になるまでに１、２年生で力を

つけていただきたいというところもあって去年

から３年生を実施している。 

 できますならば、ここは１、２年生全てへの

英語検定をですね、できれば全額補助という形

で持っては行きたいと思っておりますけれども、

現在のところはこのような形で進めていきたい

と考えております。 

 当然、この３年生の中にも３級以上の実力を

持つ子供もおりますのでですね、まずは３年生

を全員受けさせて、実力をまずテストに慣れさ

せるというところもございます。 

 実際、令和６年度の実施ではほぼ全員の子供

が受検をしてくれましたのでですね、引き続き

続けていきたいと考えております。 

 以上です。 

○委員（大倉裕一君） 子供たちの姿勢は親御

さんも含めてですけど、協力体制が整ってきて

るというところがですね、評価をしたいなとい

うふうに思います。 

 今、部長のほうからの説明を聞いていて思っ

たんですけど、もう１、２年生で３級のレベル

にあるという子供たちもいますよということな

んですけど、先に３級を受けてる人たちがいる

っていうことでも理解していいんですかね。 

○教育部長（田中智樹君） やはり子供たちの

ちょっと学力の差もありますけども、やはり１、

２年生３級の実力、試験を受けて資格持ってる

子供たちもおります。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（大倉裕一君） そういったときは市の

補助体制としてはどういった形になるんですか。 

○教育部長（田中智樹君） テストでいろいろ

金額の差もありますので、今のところ本市では

３級までというところで考えております。補助

はありません。 

○委員（大倉裕一君） 先に３級を受けると、

市は３級までを対象としてるんでしょうけど、

例えば２年生で３級の試験を受けてるというふ

うな場合、やっぱり半額という形になるんです

か。それとも対象外というふうになるんですか。 

○学校教育課長（加賀真一君） 委員お尋ねの

級に関する部分でございますが、既に３年生で

２級を取ってる子もおります。負担は平均５級

からスタートしまして、一応、基本的には中学

校は２級までという部分で考えて、５級、４級、

３級、準２級、２級という部分で補助をしてお

ります。 

 １、２年生はその級に応じた金額の半額で、

３年生は全額、つまり負担ゼロという部分で進

めておるところでございます。 

○委員長（成松由紀夫君） ２級、１級もっち

ゅうことですね。準２級、１級、今。 

○学校教育課長（加賀真一君） １級はちょっ

と情報としては持ってない。２級を持ってる子

供はいると。 

○委員長（成松由紀夫君） 補助対象の金額は。 

○学校教育課長（加賀真一君） ２級も補助対

象で金額は検定料６９００円でございます。そ

こも全額補助となっております。 

○委員長（成松由紀夫君） 全額補助。 

○委員（大倉裕一君） また後で後ほど。内容

的な方針は分かりました。 

○委員長（成松由紀夫君） またやり取りして

ください。 

 ほかに。 

○委員（増田一喜君） 人権教育事業というの

があるんですけどね、１０２ページか。４０８

万３０００円。この事業というのはどういう内

容なんですか。何かちょろっとしたような感じ
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だけど、金額がちょっと知りたいなと。 

○生涯学習課長（公民館館長兼務）（泉 宜孝

君） 生涯学習課の泉でございます。よろしく

お願いいたします。 

 人権教育事業につきましては、目的といたし

まして社会教育指導員とか、専門講師等を活用

して時代の変化に応じた多様な学習機会の提供

を行うことによりまして、市民一人一人の人権

意識の高揚に努めるとともに、校区との協働に

よる人権啓発の取組及び解放学習等への委託や

支援を継続するとともに、人権教育活動の拠点

である西宮・上日置集会所の維持管理を行って

いるということで、人権のまちづくりの事業や

ら、あと連携事業などを行っているところでご

ざいます。 

 以上、お答えといたします。 

○委員（増田一喜君） ちょっとよく分からな

かったんですけれども、要するに上日置町の集

会所において勉強会やられるんですかね。謝礼

が出てるんですよね、１０人の方。だから西宮

町のほうの人たちだけに対するなんか人権教育

なんですかね。そこのところがよく分からない

んですよね。なぜこうなったかな。八代解放子

ども会事業委託とか、なんかその地域だけに特

定されるような事業なのかなというふうにちょ

っと感じ取れたものだから。 

○生涯学習課長（公民館館長兼務）（泉 宜孝

君） 委員お尋ねの件ですけども、八代市の人

権同和教育推進協議会というのがございます。

八同協の推進協議会ですけども、そちらのほう

で上日置集会所においてですね、お金のほうは

出しているところでございます。そういったと

ころの部分で教職員の方に対して謝礼という部

分が大半を占めているところでございます。 

 以上、お答えといたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それちょっと詳細

は何か八同推協から八学人同連に出てるってい

うだけの説明じゃなくて、その内訳を増田委員

が聞いてるんですよ。米村補佐。詳しいんじゃ

ない。予算の内訳。 

○生涯学習課長補佐兼社会教育係長（米村 忍

君） では、予算の内訳について御説明いたし

ます。 

 まず主なものといたしましては、地区内人権

教育講師謝礼といたしまして１０人の先生方が

地区内の子供たちに学習支援を行う事業でござ

います。あと集会所維持管理といたしまして１

４８万円を計上しております。これは管理人の

謝礼や消耗品費、光熱費、施設修繕などが主な

ものでございます。 

 以上でございます。 

○委員（増田一喜君） ということは、これは

西宮町に限ってやってるっちゅうことですかね。

ほかの校区ではできないってことですかね。こ

れは同和の話じゃないかなという気がして。そ

ういうことからすると検討する余地があるんじ

ゃないかなという。 

○教育部長（田中智樹君） 今、増田委員お尋

ねの部分はですね、西宮・上日置集会所で、い

わゆる同和地区の子供たちを中心にですね、学

習活動を行っておりますけども、それは西宮地

区の子供たちに限ったわけではございません。

それぞれのいわゆる同和地区を抱えている地域

の子供、市内のですね、子供さん方を対象とは

しています。どうしても地域柄、近隣の子供た

ちが中心にはなりますけども、そちらに対して

各学校から来ております１０名の先生方への謝

礼という形で１５０万円支出をしております。 

 今、申し上げました建物の維持管理がこれも

約１５０万円ということで内訳としてはこれで

３００万円、そのほかにはそれぞれの県の研修

大会とか、全国の研修会等の参加旅費等が残り

の金額でございます。 

○委員（増田一喜君） ということは、光熱水

費なんかはもうそこが集会所というふうになっ

てるけど、そこが上日置町の集会所であるんで
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あればその町内が支払うべきじゃないのかなと

いう気はするんですよね。なんか今、同和云々

とか言われましたけど、まだ八代は同和がそう

やって整然とあるんですかね。もうないような、

私はないんじゃないかなと思ってるんだけども。

あるんですかね。まだそれをやらないけない。 

○委員長（成松由紀夫君） 小会します。 

（午前１１時３２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時３５分 本会） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

○教育部長（田中智樹君） この教育事業につ

きましては、全市的に行います。特に各校区を、

推進校区をずっと巡回するような形で行ってお

ります。西宮・上日置町集会所につきましては、

町内の公民館とはまた別の取扱いで、ここは市

の人権教育、同和教育を推進していく上で設置

しておる建物というところで捉えております。

以降もこのような形で推進していきます。 

 人権同和教育に対するいろんな考えがござい

ますので、そちらについては今後も引き続き関

係団体とか関係機関と協議を進めてまいります。 

○委員長（成松由紀夫君） 市民の理解も得て

ですね。 

○教育部長（田中智樹君） はい。 

○委員（増田一喜君） なんか非常に話が難し

くて理解しにくいんですけれども、一応了解い

たしたいと思います。 

○教育部長（田中智樹君） ありがとうござい

ます。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（橋本隆一君） 予算書の９９ページの

語学指導外国青年招致事業というのがございま

すけれども、私がちょっと理解ができてないも

のですから、予算も結構大きいのでどういった

事業なのか、概要で結構ですし、お願いしたい

と思います。 

○学校教育課長（加賀真一君） 委員お尋ねの

語学指導助手外国青年招致事業、これはＡＬＴ

といわれるもので、外国語活動もしくは外国語

の学習の中に外国籍、実際はアメリカ国籍の１

２人、外国の先生がいますが、その先生と一緒

に教科指導を行うものでございます。 

 実際、担任、それから教科担当のチームティ

ーチングという形でその外国語活動の外国語の

授業を行っていくもので、やはり実際ネイティ

ブな言語が聞くことができますので、そのＡＬ

Ｔの必要性というのは非常に高まっているとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○委員（橋本隆一君） 理解できました。主に

中学校においてのＡＬＴということで理解して

よろしいですか。 

○学校教育課長（加賀真一君） 全ての小学校、

そして全ての中学校、そして幼稚園にも、幼稚

園は月１回行っております。 

 以上でございます。 

○委員（橋本隆一君） 理解できました。先ほ

どの中学校の英語教育に関しての話が出て、小

学校もされてるということも理解できました。

ありがとうございました。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（橋本徳一郎君） 未来の学校づくり推

進事業のことで、おおざっぱに費用だけ言われ

たんですけど、具体的にどういうことを審議さ

れるかというのを教えてもらえますか。 

○未来の学校づくり推進室長（植田浩之君） 

 未来の学校づくり推進室の植田でございます。

御質問いただきましてありがとうございます。 

 推進室のほうでですね、この事業につきまし

ては小学校、中学校、また特別支援学校、義務

教育学校におきましての統合、廃合、それから

新設など進めている事業でございます。 

 今年度は八代市立学校再編等審議会、こちら
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をですね、昨年末のこの委員会でも御審議いた

だきました条例がございますが、それに基づき

まして審議会を発足させ、全市的なですね、主

に小学校、中学校になりますけれども、１０年

後、２０年後を見据えた再編につきまして審議、

調査をしていただく会議となっております。 

 以上でございます。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（北園武広君） ３点ほどお伺いいたし

ます。 

 予算書の９５ページなんですけども、先ほど

ＩＣＴ授業サポート事業ということで１０名体

制ということなんですけども、具体的な事業の

内容、もう少し詳しく教えていただけませんか

というのが１点と、それと同じく９５ページの

教育サポート事業の中で２名の退職教員の方が

これを進めていかれるということなんですけど

も、どのような進め方をされるのかということ

です。 

 それとあと１点が９９ページの中学校部活動

整備事業関係なんですが、その中で部活動指導

員３名、今現在、指導されておるかと思うとで

すけども、今後の増員とかいう計画等があれば

その辺のところを教えていただければというふ

うに思います。 

 以上３点お願いいたします。 

○教育政策課長（松本 豊君） 教育政策課の

松本でございます。御質問ありがとうございま

す。 

 １点目のＩＣＴ教育サポート事業ですけれど

も、１０名雇っておりまして、学校に配置をし

ております。 

 主な内容といたしましては、ＩＣＴ機器の操

作研修指導であったり、授業中の操作補助、あ

と授業中における児童生徒への支援、それと不

具合の対応であったり、研修とかですね、そう

いった学校でのＩＣＴに係るお手伝いというと

ころで配置をしてるところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（成松由紀夫君） ２点目。 

○教育サポートセンター副所長兼指導主事（坂

本大輔君） 教育サポート事業への御質問にな

りますけども、２人の退職校長がおりまして、

主に初任者への指導、それから２年目の教職員

の指導を中心として若手の先生方に対してです

ね、研修を行ったり、実際に学校に行って授業

を見て指導、助言をしたりという形でやってお

ります。 

 若手だけではなくて、中堅、ベテランも学校

からの要望があれば行って、指導、助言をして

いるというところになります。２月末時点で４

９７件のサポートに入っているという状況にな

ります。 

 以上、お答えとします。 

○委員長（成松由紀夫君） ３点目、中学校部

活動。 

○学校教育課長（加賀真一君） 学校教育課の

加賀でございます。 

 今後は部活動指導員の数が増えるのかという

委員のお尋ねでございますが、中学校の部活動

改革では、将来的に学校部活動から地域活動へ

の移行を目指しているところでございます。そ

こで部活動指導員を導入するということは、学

校部活動を継続させることにもつながって、そ

ういった部分では部活動と目的に少しずれが生

じてくる部分もございます。 

 ただ、今、１５の中学校がございます。設置

範囲も広い本市の現状を考えますと、部活動改

革が簡単には進まないという部分も現状でござ

います。 

 また、中学校部活動のもう一つの目的である

学校の働き方改革、これにかかる部分に焦点を

当てますと、教師の勤務環境の整備も重要な課

題であります。その点から考えますと、部活動

指導員、こちらを導入していくというのは効果
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的な施策であるとも捉えております。 

 今後はその部活動改革を推進する上で地域移

行に時間を必要とする学校及び部活動の精選を

進め、そういった部にはまた部活動指導員の導

入を検討する必要があるというふうに考えてお

ります。 

 以上、お答えといたします。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（北園武広君） 大丈夫です。ありがと

うございました。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（堀口 晃君） 先ほどですね、橋本徳

一郎委員のほうから質問があった９５ページの

未来の学校づくりの部分について、昨年ですね、

７１万３０００円の予算を計上されてて、審議

員さんたちの報酬が３５万４０００円、今回の

審議員さんは１６万円というようなところで、

１年間ですね、ここは審議員の方が減ったのか

どうかということと、令和６年度から開始され

て１年たったわけなんですが、その辺の成果と

いうような部分はどうなのかということが一つ。 

 それともう一つ、先進地の視察が前年は５万

７０００円を計上されてて、今回は１１万１０

００円が計上されているというようなところで

ございます。その辺のところもお聞かせいただ

きたいと思います。 

○未来の学校づくり推進室長（植田浩之君） 

 委員お尋ね３つございましたが、まず１つ目

でございます。報酬について減額となっており

ますけれども、こちらは回数が影響しておりま

す。令和６年度の６月から第１回目を行いまし

て、現在まで第５回目まで行っております。新

年度入りましてから今まとめております答申を

いただく予定としておりまして、そちらの回数

が減るということでの減額分の表示です。 

 それから二つ目でございますが、今申し上げ

ました審議会ですね、こちらを令和６年度進め

ておるところです。２つ諮問がございまして、

子供たちのよりよい環境づくりに対する基本的

な考え方、それから魅力ある学校づくり、地域

づくり、まちづくりですね、こちらについての

考え方を諮問させていただいておりまして、各

審議会の中でこの諮問に対する御意見を幅広く

いただいている状況でございます。 

 先ほどの繰り返しになりますけれども、新年

度になりましたら答申をいただく予定としてお

ります。現時点ではそこまでが成果と言います

か、現状でございます。 

 それから３つ目の先進地視察でございますけ

れども、こちらはですね、増額となっておりま

すところで言いますと、３つの県で進んでおる

取組について勉強しに行きたいと考えておりま

して、鹿児島、それから福岡、大分の３つに、

ちょうど我々が目指します分野といいますか、

いろんな制度を取り組んでいらっしゃる自治体

がございますので、そちらに対して昨年度より

は少し増額というところで計上させていただい

ているところでございます。 

 以上でございます。（委員堀口晃君「よく分

かりました。ありがとうございます」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（橋本徳一郎君） 予算書で行くと１０

１ページですね。幼稚園再編事業で予算を組ん

でありますのは、令和８年度からということに

なるんですけども、これから慣らし保育なんか

をしながらということになると思うんですが、

新たに開園されるところは今までどおりという

ふうな形になるかもしれませんが、残りの４園

の跡地利用とかはこれからの審議ということな

んですか。 

○委員長（成松由紀夫君） 幼稚園再編事業。 

○学校教育課審議員（兒嶋顕伸君） 学校教育

課審議員、兒嶋です。 

 幼稚園の再編については令和８年度から開園
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することはもうお伝えしているとおりでござい

ます。その準備を今進めておりまして、予算化

も進めております。閉園する４園については今

後、関係の各部署と検討して協議を進めていく

ということで計画をしております。よろしいで

しょうか。 

○委員（橋本徳一郎君） 関係部署っていうの

は具体的にどこになりますか。 

○学校教育課審議員（兒嶋顕伸君） 子供に関

係するこども未来課、あるいはいろんな役所の

関係部署全てに関係すると思います。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了いたします。 

 意見がありましたらお願いします。 

○委員（大倉裕一君） 先ほどの英検の受検費

用の話ですけど、部長のほうから全額補助した

いというような答弁もあったんですけど、ぜひ

その答弁がかなうようにですね、予算確保をお

願いしたいというふうに思います。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかに。 

○委員（堀口 晃君） （仮称）新南部学校給

食センター施設整備事業なんですが、１６億６

０００万円以上の建物を建てるわけなんですけ

ども、今、非常に多いのは追加工事だったりと

か予算の増額だったりとかっていうような部分

がありますので、ぜひこういうふうなところの

中においては、できるだけ予算内に収まるよう

なことで実施していただければというふうに思

っております。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（橋本徳一郎君） 未来の学校づくり推

進事業ですね、１０年後、２０年後を見据えて

統廃合もということも言われてますが、単に学

校規模だけではなくて、本当に地域性とかそう

いうのを生かしたことも考えて推進をしていた

だきたいなと思います。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

第９款・教育費及び第１０款・災害復旧費につ

いてを終了いたします。 

 それでは、午前中の審査はここまでとし、し

ばらく休憩いたします。午後は１時から再開い

たします。よろしくお願いします。 

（午前１１時５２分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後 １時０１分 開議） 

○委員長（成松由紀夫君） 休憩前に引き続き、

文教福祉委員会を再開いたします。 

 歳出の第３款・民生費について、健康福祉部

から説明を願います。 

○健康福祉部長（福祉事務所長兼務）（福本桂

三君） 改めてこんにちは。（｢こんにちは」

と呼ぶ者あり）健康福祉部の福本です。 

 それでは、令和７年度一般会計予算及び特別

会計予算の健康福祉部が所管します当委員会分

の審議をお願いするに当たりまして、部長総括

を述べます。着座にて御説明申し上げます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○健康福祉部長（福祉事務所長兼務）（福本桂

三君） まず、一般会計の第３款・民生費、第

４款・衛生費から新年度予算における主に新た

な取組を中心に御説明申し上げます。 

 初めに、子育て支援です。少子化対策は喫緊

の課題となっております。人口減少に歯止めを

かけ、本市の活力を維持していくためには、出

生数を少しでも増やす施策が必要です。 

 そのため、結婚を希望する独身者の出会いを

応援する事業として、結婚サポートセンターを



 

－25－

本年６月に開設する予定です。センターでは、

無料の会員登録、会員同士のマッチング支援、

交際成立後のフォローを行うなど、結婚を希望

する方に寄り添ったサポートを行います。 

 また、子供の貧困対策として、引き続き子ど

も食堂を支援するとともに、学びに課題を抱え

る子供たちを支援するため、学習支援教室を運

営する団体にも新たに支援を行い、子供の学び

の場や居場所づくりの確保に取り組みます。 

 さらに、４月に、こども未来課をこども未来

課及びこども家庭支援課の２課へ再編します。

これにより、子供・若者・子育て世代に対し、

スピード感を持って切れ目のないきめ細かな支

援を実施してまいります。 

 なお、組織再編の詳細につきましては、後ほ

ど所管事務調査にて御報告・説明します。 

 次に、障害児の通所支援事業の拡充です。近

年、発達障害に対する市民の理解が促進された

ことなどに伴い、本市においても、早期から多

くの療育の機会を希望する保護者が増加してい

ます。 

 そのため、障がい児通所支援事業の児童発達

支援や放課後等デイサービスについて、本年４

月から新規認定時の１か月当たりの利用日数を

一月５日から、一月１５日以内に引き上げるこ

ととしました。 

 次に、予防接種事業です。新たな予防接種の

取組としましては、ＨＰＶワクチンのキャッチ

アップ対象者の１年延長をはじめ、４月からは

帯状疱疹ワクチンが定期接種の対象に加わりま

した。接種対象者に対しましては、それぞれ個

別に通知を行うとともに、広く市民に周知し、

制度への理解と接種勧奨を行ってまいります。 

 さらに、こどもインフルエンザ助成につきま

しては、これまで生後６か月以上から６歳まで

を対象としておりましたが、新年度から対象年

齢を小学６年生となる１２歳まで拡大すること

としております。 

 これにより、学校生活における出席停止や学

級閉鎖等が減少することが期待されるとともに、

保護者の精神的、経済的負担の軽減にもつなが

り、加えて、こども医療費の削減にも効果があ

るものと期待しております。健康福祉部としま

しては、今後も引き続き市民の声をしっかりと

受け止め、課題を整理し、新たな事業や事業拡

充に取り組んでまいります。 

 次に、特別会計について述べさせていただき

ます。 

 まず、国民健康保険特別会計です。本会計に

おいては、令和４年度に積み立てた財政調整基

金３億５０００万円に加え、本年度末の余剰金

を約７億円見込んでおります。 

 しかしながら、今後、被保険者の減少に伴う

保険税収の減少や医療の高度化等により、１人

当たりの医療費の増加が見込まれ、将来的に厳

しい財政状況が予想されます。 

 また、熊本県国保では、令和１２年度に県内

市町村における保険料水準の完全統一も予定さ

れております。本市においては、引き続き毎年

度の収支状況や将来見通しを踏まえ、医療費の

削減や健全な財政運営に取り組んでまいります。 

 次に、後期高齢者医療特別会計です。令和７

年度には、団塊の世代全てが後期高齢者医療の

対象となり、医療費の急増が見込まれる中、令

和４年１０月に、一定以上の所得がある場合、

１割から２割への医療費負担が導入されました。 

 また、国においては、現在、制度の見直しに

ついて様々な議論が行われております。本市と

しましては、市民の皆様に制度改正に係る情報

を迅速かつ適切に提供するとともに、医療費適

正化を図ってまいります。 

 次に、介護保険特別会計です。本市の６５歳

以上の人口は令和３年をピークに減少傾向とな

っておりますが、高齢化率は右肩上がりとなる

中、介護サービスの給付費は、令和元年度以降、

増加傾向となっております。 
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 本市としましては、高齢者の自立支援、認知

症対策や、介護サービスの提供体制の充実を図

るとともに、現在の介護保険料を引き続き維持

できるよう、健全な財政運営に取り組んでまい

ります。 

 最後に、診療所特別会計です。現在、泉地区

に３つの診療所を開設しておりますが、新年度

は、（仮称）坂本診療所を加えた予算となりま

す。令和２年７月豪雨災害以降、坂本町は２つ

の診療所が市街地に移転し、町の一部が無医地

区となっておりましたが、このたび、本年１２

月に完成予定の坂本支所内に診療所を設置し、

来年３月から週２日の診療開始を予定しており

ます。 

 これに併せ、坂本町におけるデジタル医療Ｍ

ａａＳ推進事業は、令和８年度から休止する予

定としております。 

 以上、部長総括を述べさせていただきました。 

 それでは、議案第７号・令和７年度八代市一

般会計予算・第３款・民生費を健康福祉部䭜田

次長が、また、第４款・衛生費関係分につきま

しては、吉田次長が説明します。 

 さらに、議案第８号・八代市国民健康保険特

別会計予算及び議案第９号・八代市後期高齢者

医療特別会計予算につきましては、高﨑国保ね

んきん課長、議案第１０号・八代市介護保険特

別会計予算につきましては、草西介護保険課長、

議案第１２号・八代市診療所特別会計予算につ

きましては、石本理事兼健康福祉政策課長が説

明しますので、御審議のほどよろしくお願いい

たします。 

○健康福祉部次長（福祉事務所次長兼務）（嚨

田美樹君） 皆さん、こんにちは。（｢こんに

ちは」と呼ぶ者あり）健康福祉部、䭜田です。

それでは、座って説明させていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○健康福祉部次長（福祉事務所次長兼務）（嚨

田美樹君） 議案第７号・令和７年度八代市一

般会計予算をお願いします。 

 文教福祉委員会付託分のうち、第３款・民生

費につきまして御説明いたします。 

 ５ページをお願いします。 

 第１表、歳入歳出予算の歳出です。 

 第３款・民生費で２６６億１４６１万７００

０円を計上しており、前年度に比べ１７億１０

９０万円の増額となっております。内訳として、

項１・社会福祉費は１２４億５９６３万２００

０円で、前年度比３億７３０３万９０００円の

増額。項２・児童福祉費は１０７億６２２５万

１０００円で、前年度比１２億２３７１万円の

増額。項３・生活保護費は３３億９２３１万２

０００円で、前年度比１億１４６９万５０００

円の増額です。 

 民生費の増額の主な理由としては、項１・社

会福祉費において、障害者や障害児に係るサー

ビス給付費の増加に伴い、障害福祉サービス給

付事業で２億６９１６万６０００円、泉地域福

祉センター管理運営事業で３１０７万円の増加、

項２・児童福祉費において、児童手当の制度改

正に伴う手当額等の改定により、児童手当事業

で８億５９１３万円の増加、公定価格改定によ

る私立保育所に係る給付費の増加に伴い、私立

保育所保育事業で３億２０２７万４０００円の

増加、また、項３・生活保護費において、生活

保護世帯の増加、医療扶助の増加などに伴い、

生活保護費給付事業で８９５４万９０００円の

増加によるものです。 

 それでは、歳出の内容を御説明いたします。 

 ６４ページをお願いします。 

 ６４ページ下の表、款３・民生費、項１・社

会福祉費、目１・社会福祉総務費では７０億９

４２９万円を計上しており、前年度に比べ１億

２３７８万５０００円の増額となっております。 

 右側の説明欄のうち、主な事業につきまして

御説明いたします。 

 説明欄の６つ目、後期高齢者医療広域連合負
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担金事業２２億２２７０万４０００円は、熊本

県後期高齢者医療広域連合に対する負担金で、

組織運営や制度運営に必要となる共通経費分が

８２０４万３０００円、療養給付費分が２１億

４０６６万１０００円です。 

 説明欄下から３番目の特別会計繰出金事業

（国保）１４億１６００万円は、保険基盤安定

制度に係る国保税軽減分及び保険者支援分や職

員給与費等事務費、国保財政安定化支援事業な

どに対するものです。 

 次の特別会計繰出金事業（後期高齢）７億７

７４１万２０００円は、低所得世帯に対する保

険料軽減分や職員給与費、事務費などに対する

ものです。 

 次の特別会計繰出金事業（介護）２４億４８

４１万１０００円は、介護給付費や職員給与費、

事務費などに対するものです。 

 財源内訳の特定財源のうち国県支出金１３億

９５９９万６０００円は、主に国民健康保険特

別会計、後期高齢者医療特別会計及び介護保険

特別会計への繰出金に対する国県支出金です。 

 また、その他の１０７４万２０００円は、豪

雨災害関連事業に係るふるさと八代元気づくり

応援基金繰入金です。 

 ６５ページをお願いします。 

 目２・老人福祉対策費で３億６８５９万７０

００円を計上しており、前年度に比べ８６０万

８０００円の増額となっております。 

 説明欄の６つ目、シルバー人材センター運営

費補助事業２２８６万円は、八代市シルバー人

材センターの事業運営を支援するもので、運営

費補助金８５２万９０００円、人手不足対策等

の取組で、働く現役世代が安心して働けるよう

下支えする、高齢者活用・現役世代雇用サポー

ト事業補助金１４１４万１０００円などです。 

 ３つ飛びまして、老人福祉施設入所措置事業

２億６０４１万１０００円は、６５歳以上で居

宅により養護を受けられない方が、保寿寮やす

ずらんの杜などの市内外の養護老人ホームへ入

所するためにかかる措置委託料が主なものです。 

 ２つ飛びまして、高齢者の保健事業と介護予

防の一体的実施事業１７８７万８０００円は、

熊本県後期高齢者医療広域連合からの受託事業

として、高齢者の生活習慣病対策などの保健事

業と介護予防を一体的に展開し、健康寿命の延

伸につなげ、医療費及び介護給付費の適正化を

図るものです。 

 財源内訳の特定財源のうち国県支出金２４０

万円は、老人クラブ活動に対する県支出金など

で、地方債１２３０万円は、五家荘デイサービ

スセンター管理運営事業に係る市債で、その他

の７０７９万５０００円は、養護老人ホームの

入所者からの負担金などです。 

 次に、目３・社会福祉対策費では１億７８６

１万３０００円を計上しており、前年度に比べ

２１７７万２０００円の増額となっております。 

 説明欄の上から６番目、泉地域福祉センター

管理運営事業３７６９万円は、デイサービス等

を行う施設である泉地域福祉センターの管理運

営及び施設の維持を行うもので、指定管理委託

料１２４１万８０００円、屋根防水シート張り

替え及び配管設置に伴う工事費２２００万円が

主なものです。 

 ６６ページをお願いします。 

 説明欄の上から２番目、社会福祉団体育成事

業１億２２３万円は、社会福祉法に基づき、地

域福祉の推進を図ることを目的とした八代市社

会福祉協議会に対する１７人分の人件費補助金

です。 

 ６５ページに戻りまして、財源内訳の特定財

源のうち国県支出金４５７万９０００円は、主

に豪雨災害に係る事業に対する県補助金で、地

方債３４４０万円は、泉地域福祉センター管理

運営事業に係る市債で、その他４９０万８００

０円は、各地域福祉センターにおける実費徴収

金などです。 
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 次に、目４・障害福祉対策費で４７億７７２

２万８０００円を計上しており、前年度に比べ

２億１８４４万２０００円の増額となっており

ます。 

 説明欄の上から５つ目、更生医療給付事業１

億９５４０万１０００円は、１８歳以上で身体

障害者手帳を持っている方が、指定医療機関に

おいて人工透析や心臓手術、関節形成手術など、

障害の軽減や日常生活能力の回復などのために

必要な医療を受ける場合に、その医療費の一部

を負担するものです。 

 １つ飛びまして、重度心身障がい者医療費助

成事業２億１４２９万１０００円は、身体障害

者手帳の１級、２級や療育手帳のＡ１、Ａ２な

どを持つ重度の心身障害者や障害児に係る医療

費の一部を助成するものです。 

 ６７ページをお願いします。 

 説明欄の一番上、地域生活支援事業１億３９

２６万円は、障害者や障害児の保護者からの相

談支援をはじめとする国の制度に基づく必須事

業のほか、障害のある方の日中一時支援などの

任意事業を行うものです。 

 相談支援については、本年４月から、障害者

等が障害種別に関わりなく、より身近な地域で

相談を受けられるように、体制を障害種別から

圏域別へと見直しを行っております。 

 日常生活用具給付においては、人工呼吸器を

使われている医療的ケアが必要な方への支援と

して、災害時対応を見据え、給付対象に非常用

電源を追加しております。 

 また、障害児の預かりを行う障害児日中一時

支援事業の報酬単価の増額など、利用者のニー

ズや社会情勢の変化に対応した見直しなども行

っております。 

 その下の障害福祉サービス給付事業３３億１

１７万５０００円は、障害者の日常生活や社会

生活を総合的に支援するためのサービスを提供

するもので、生活介護などの日常生活に必要な

介護の支援を受ける介護給付と、就労継続支援

などにより、自立した生活に必要な知識や技術

を身につける訓練等給付があります。 

 １つ飛びまして、障がい児通所支援事業６億

１１１９万７０００円は、障害児や障害の疑い

のある子供を対象に、日常生活における基本的

な動作の指導や、集団生活への適応訓練などの

サービスを提供するとともに、保護者に対し、

家庭での養育について支援や助言を行うもので

す。 

 提供するサービスには、就学前の障害児を対

象とした児童発達支援と、６歳から１８歳まで

の障害児を対象とした放課後等デイサービスな

どがありますが、早期に療育を希望する保護者

が増加しているため、令和７年度から新規認定

時の支給決定日数を月５日から月１５日以内に

拡充しております。こちらの事業については、

参考までに資料を配付しております。詳細は別

紙資料のとおりです。 

 ６６ページに戻りまして、財源内訳の特定財

源のうち国県支出金３３億４８７４万８０００

円は、障害福祉サービス給付事業に対する国県

支出金などで、その他１３５９万１０００円は、

地域生活支援事業等に対する氷川町からの負担

金です。 

 ６７ページをお願いします。 

 目５・国民年金費では４０９０万４０００円

を計上しており、前年度に比べ４３万２０００

円の増額となっております。 

 説明欄の２つ目、年金事務事業４０万９００

０円は、国民年金事務に要する事務用品や郵便

料が主なものです。 

 なお、財源内訳の特定財源のうち国県支出金

３６３３万６０００円は、国民年金に関する受

付を行う法定受託事務等に対する国庫支出金で

す。 

 ６７ページの下の段をお願いします。 

 項２・児童福祉費、目１・児童福祉総務費で
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８億１８９８万６０００円を計上しており、前

年度に比べ４１８７万６０００円の増額となっ

ております。 

 ６８ページをお願いします。 

 説明欄の上から２番目、放課後児童健全育成

事業３億５１２０万８０００円は、３８か所の

放課後児童クラブの運営を委託するもので、本

年度において、郡築校区、千丁校区、鏡校区に

クラブを新しく開設するとともに、各クラブの

定員を見直し、定員を１４９人増やしており、

待機児童の解消を図っております。 

 説明欄の下から５番目の出産・子育て応援事

業８４５７万２０００円は、妊娠期から出産・

子育て期まで一貫した支援の充実を図るため、

伴走型相談支援及び経済的支援を一体として実

施するものです。 

 妊娠届出時の面談実施後に妊婦に５万円、出

生後の乳児家庭全戸訪問等で面談実施後に子供

１人当たり５万円を給付することとしており、

令和７年度から、流産・死産の場合も対象とな

ります。 

 次のこどもの貧困対策推進事業２００万円は、

子供等に無料または低額で食事を提供する民間

のボランティアによる取組である子ども食堂を

運営する団体に対し、１団体当たり１５万円の

補助金を交付するもので、８団体を予定してお

ります。 

 また、令和７年度からの新規事業として、経

済的な理由などにより困難な課題を有する子供

たちを対象に学習支援を行うボランティア団体

等に対し、年間の開催回数に応じて補助金を交

付することとしています。 

 １つ飛びまして、結婚活動応援事業７１５万

８０００円は、八代市・氷川町・芦北町で形成

する定住自立圏域において実施する婚活事業委

託１２０万円と、新規事業である結婚サポート

運営業務委託５９５万８０００円です。 

 本年６月にやつしろ結婚サポートセンターを

開設予定としており、一人一人の状況に応じて、

相談から結婚まで一体的にサポートを行うこと

としています。詳細は別紙資料のとおりとなり

ます。 

 次の放課後児童クラブ等物価高騰対策支援金

支給事業（重点交付金）２５０万９０００円は、

放課後児童クラブ及び私立の子育て支援センタ

ーの運営事業者に対し、国の重点交付金を活用

し、物価高騰対策支援金を支給するものです。 

 なお、保育所に対し支給する支援金について

は、県の補助金を受け、３月補正において予算

を計上しています。 

 ６７ページに戻りまして、財源内訳の特定財

源のうち国県支出金４億８６０万８０００円は、

主に放課後児童健全育成事業に対するもので、

その他４４６７万８０００円は、主に八代市出

産祝い金給付事業に対するふるさと八代元気づ

くり応援基金繰入金です。 

 ６８ページをお願いします。 

 目２・児童措置費で３２億２３６１万７００

０円を計上しており、前年度に比べ８億３９０

５万８０００円の増額となっております。 

 説明欄の１つ目、児童手当事業２５億７７９

５万円は、高校生年代までの児童を養育してい

る保護者等に対し、児童の年齢等に応じた手当

を支給するもので、本年度において、高校生年

代までの対象拡大や第３子以降の支給額増額な

どの制度改正が行われております。 

 次の児童扶養手当事業６億４５６６万７００

０円は、離婚などにより、独り親家庭で児童を

養育する父母等に対して手当を支給するもので、

本年度において対象者の所得限度額や支給額が

見直されております。 

 なお、財源内訳の特定財源のうち国県支出金

２５億９５９万７０００円は、児童手当事業及

び児童扶養手当事業に対するものです。 

 続きまして、目３・保育所費で６７億１９６

４万８０００円を計上しており、前年度と比べ
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３億４２７７万６０００円の増額となっており

ます。 

 説明欄の２つ目、公立保育所運営事業３億４

６９９万４０００円は、公立保育園８園の運営

経費で、保育士等の会計年度任用職員の報酬等

２億２６６９万９０００円、５つの園の給食業

務委託料３４１８万９０００円などです。 

 ６９ページをお願いします。 

 説明欄の一番上、私立保育所保育事業４４億

７５８３万２０００円は、市内の私立保育所４

３園及び市外の私立保育所１３園への給付費４

４億２８７７万７０００円、保育士の業務負担

軽減を目的とした保育補助者の雇用に対する補

助金３１００万８０００円、ＩＣＴ化を推進す

るための私立保育所１１園に対する補助金８３

２万５０００円、医療的ケアが必要な園児を受

け入れるため、看護師を雇用する私立保育所へ

の補助金７７２万２０００円などです。 

 ２つ飛びまして、施設型給付事業１０億２０

９５万２０００円は、市内外の認定こども園７

園及び私立幼稚園４園への給付費１０億９５２

万８０００円と、保育補助者の雇用に対する補

助金１１４２万４０００円です。 

 次の地域型保育給付事業１億１２１９万９０

００円は、少人数の単位で３歳未満の子供の保

育を行う４事業所への給付費です。 

 ２つ飛びまして、幼児教育・保育助成事業５

７６２万９０００円は、国の施策である私学助

成幼稚園や認可外保育施設等への施設等利用給

付費と、本市独自の施策である保育料無償化に

対応するための認可外保育施設等への保育料分

の補助を行うものです。 

 次の保育所等食材費高騰支援事業（重点交付

金）１７８３万２０００円は、物価高騰対応重

点支援地方創生臨時交付金を活用し、給食の質

を確保するため、児童１人当たり月額４００円

の食材費を市内保育所、認定こども園など５２

施設に対して補助するものです。 

 ６８ページにお戻りください。 

 財源内訳の特定財源のうち国県支出金４０億

８０１７万９０００円は、私立保育所保育事業

に対するものなどで、地方債６８０万円は、公

立保育所運営事業に係る市債で、その他３６８

２万１０００円は、保育所における市独自の副

食費免除に係るふるさと八代元気づくり応援基

金繰入金などです。 

 ６９ページをお願いします。 

 上の表で、項３・生活保護費、目１・生活保

護総務費で２億３３８３万３０００円を計上し

ており、前年度に比べ２５１４万６０００円の

増額となっております。 

 説明欄の２つ目、生活保護事業３１７３万２

０００円は、生活保護事業の適正実施のために

必要な事務や職員研修などに要するものです。 

 また、財源内訳の特定財源のうち国県支出金

１２８４万４０００円は、生活保護面接相談員

等の任用経費や就労準備支援事業などに係る国

庫支出金です。 

 最後に目２・扶助費で３１億５８４７万９０

００円を計上しており、前年度に比べ８９５４

万９０００円の増額となっております。 

 生活保護費給付事業では、生活保護に必要な

８種類の扶助費を支給しており、そのうち医療

扶助が最も多く１８億５６７４万７０００円、

そのほか生活扶助費が６億７８００万２０００

円、住宅扶助費が３億８７６２万８０００円な

どとなっております。 

 財源内訳の特定財源のうち国県支出金２３億

７７１４万７０００円は、生活保護扶助費に係

る国県支出金で、その他２６７９万１０００円

は生活保護費の返還金です。 

 以上で、民生費の説明を終わります。御審議

のほどよろしくお願いします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 
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○委員（橋本隆一君） 障害のある児童のです

ね、日数が５日から１５日利用できるようにな

ったということで非常に喜ばしいことかなと思

いますが、実際にはまた逆に言えば受け入れる

事業所の負担も大きくなると思いますし、また、

今の本市において事業所数ですね、大体充足し

ているのか。また、ちょっと待機児童がいるの

か、その辺をお聞かせいただければと思います。 

○障がい者支援課長（障がい者虐待防止センタ

ー所長兼務）（吉村紀美子君） こんにちは。

（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）障がい者支援

課、吉村です。 

 お尋ねのございました事業所が必要量を満た

しているかというお尋ねでございますが、今、

利用者数も増加しておりまして、事業所間のほ

うでばらつきはございますけれど、関係者のほ

うからはちょっと足りていないのではないかと

いうお声のほうも伺っております。ここについ

ては課題だと考えております。 

 今回、日数を拡大いたしましたので、これか

ら増員をしたりですとか、新しく増設をしたり

というところで検討をされている事業者がそれ

ぞれ４事業者ほどあられます。ですので、そち

らのほうにお声かけをいたしまして、進捗の状

況ですとか、そういったものをお伺いを今して

いるところでございます。 

 以上です。 

○委員（橋本隆一君） 理解できました。あり

がとうございました。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかに。 

○委員（大倉裕一君） 今の関連で、私も一般

質問で扱ったこともありまして、日数を増やし

てほしいという要望はしたところでございます。

なので、すごくありがたく思うんですが、しば

らくはやっぱり受皿のほうが時間がかかるとい

うことですよね。ということであれば、１５日

に増やしても年度当初は若干の利用回数を控え

なければいけないというような状況も出てくる

かもしれないということは受け止めとったほう

がいいということでしょうか。 

○障がい者支援課長（障がい者虐待防止センタ

ー所長兼務）（吉村紀美子君） 今お尋ねのご

ざいました当初のほうですけれども、やはり事

業者側の都合もございますので、直ちにとはい

かないかもしれないんですけど、この拡充によ

りまして運営のほうも順調にいくものというふ

うに考えておりますし、新しい事業所の設立の

きっかけとなるものではないかというふうに考

えております。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。

ほかにございませんか。 

○委員（堀口 晃君） ６８ページの中段ぐら

いにある結婚活動応援事業ということで、なん

か資料を今見させていただいてるんですが、こ

こには７１５万８０００円が今回計上されてい

て、６月にやつしろ結婚サポートセンターを開

設するというふうなことであるんですが、これ

は全て運営業務委託で約６００万円弱という部

分が委託される。これはどういうふうな形で誰

が決めてどういうふうに運営されていくのか、

委託されたらもうそのまま投げやりというか、

そこにお任せしてあとは何もしないのかという、

ちょっと見えてこないところがあるので、ちょ

っと詳しくお聞かせいただきたいと思います。 

○こども未来課長（こども家庭センター長兼務）

（森田克彦君） こんにちは。（｢こんにちは」

と呼ぶ者あり）こども未来課の森田でございま

す。 

 今回、６月に開設します結婚サポートセンタ

ーでございますが、こちらの事業は５９５万８

０００円計上しております。この金額につきま

しては、今年度、定住自立圏の婚活事業を受託

されたところにうちのほうからこのような仕様

でということで予算の見積りを取っております。

その中にはいろんな相談の支援であるとか、セ

ミナーやイベントの開催、マッチング、その後
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のフォローあたりの事業を含めて計上している

ところです。 

 どうしても業務委託ということで専門性のあ

る事業者に委託したいと考えております。委託

するだけではなくて、こども未来課としまして

はそこの業者と定期的な情報交換、また成果等、

課題等も認識しながら進めてまいりたいと考え

ております。 

○委員（堀口 晃君） ここでですね、予算と

費用対効果になるんですが、６００万円ぐらい、

月５０万円ですよね、ぐらい委託されるわけな

んですが、大体どのぐらいの方々がマッチング

されて、予定数というか、目標数というか、そ

ういったやつは決めてありますか。それとも全

く今、白紙の状態なのか、その辺をちょっとお

聞かせください。 

○こども未来課長（こども家庭センター長兼務）

（森田克彦君） 現在、令和７年度の目標とし

まして６月開始を予定しておりますので、当初

は１０か月ということになりますが、会員登録

数は２４０名、カップル成立数は４０組を目標

としております。（委員堀口晃君「よかことで

すね、頑張っていただければと思います」と呼

ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（橋本徳一郎君） 生活保護費の扶助費

ですね、がなんか対象が増えてる、世帯が増え

てるということになってるんですが、具体的に

単身者が増えたとか、世帯が、何人世帯が動い

たとか、そういった部分をちょっと教えていた

だきたいんですが。 

○生活援護課長（萩野賢志君） 生活援護課の

萩野です。よろしくお願いします。 

 今お尋ねの被保護世帯の世帯の状況なんです

が、直近の世帯数でいきますと１４８８世帯、

これは２月末現在の数です。世帯数自体は特段

大きく伸びてはいません。前年３月末が１４９

５世帯と、そう大きくは変わっていないんです

が、特に変わったのが申請件数、それと新規開

始件数、これは令和４年度が申請件数２６２件

に対して令和５年度が３０５件、新規開始件数

が令和４年度１９０件に対して令和５年度２３

３件。令和６年度も同様の傾向でほぼ令和５年

度と同様の数ぐらいの推移でいってます。 

 ですので、世帯数自体は伸びてないんですけ

れども、新規開始件数が増えたことにより月中

の延べ保護人員が増えていると、そのため保護

費が増加しているという傾向にあります。 

 ちなみに世帯数が増えてない理由につきまし

てですけれども、新規開始件数とほぼ同数、も

しくはそれを若干下回るような件数で廃止件数

の伸びも見られていると。廃止件数の伸びの理

由なんですけれども、令和５年度の廃止理由別

の内訳でいきますと２３３件中、死亡による保

護廃止が１１５件、施設入所による廃止件数が

１０件、いわゆる高齢者に特有の理由での廃止

件数の伸びがみられると。これは八代市におけ

る被保護世帯の高齢化が進む傾向にあるものだ

と考えております。 

 以上、よろしいですか。 

○委員長（成松由紀夫君） ほか。 

○委員（橋本徳一郎君） 高齢者の方が減って

るっていうこともあるんですが、新規がまた逆

に増えてるっていうのもありますからね。新規

世帯の特徴って何かありますか。 

○生活援護課長（萩野賢志君） ただいまお尋

ねの新規開始世帯の傾向としましては、やはり

生活に困窮する高齢者の方が非常に増えている。

よくあるのがこれまで居宅で頑張られていたん

ですけれども、心身上の理由により介護が必要

な状態になるということで有料老人ホームに入

られる方が結構いらっしゃるんですけれども、

そこで施設の利用料がとてもじゃないけど自分

の年金では賄えないというケースが非常に増え

ております。 
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 ちなみに今現在の年齢別の傾向で行きますと、

６５歳以上の方が保護人員１７７４名、これは

全体に対して１１５３名、６５％の方が６５歳

以上の高齢者、その中でも一番多いのが８０歳

以上で４６４名というふうな傾向にあり、非常

にやはり高齢化が進んでいるという傾向にある

ということです。 

 以上お答えいたします。（委員橋本徳一郎君

「分かりました」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（堀口 晃君） 先ほど聞きました６８

ページのこどもの貧困対策推進事業、これ子ど

も食堂というようなことで、令和６年から新規

事業で始められて、令和６年には１５万円の７

施設ということで１０５万円の予算が組まれて、

今回も１５万円の８団体を一応予定していると

いうことで２００万円組んでらっしゃるんです

けども、単純に計算しますと１５万円掛けるこ

との８団体で１２０万円、あとの８０万円はど

うされるのかなという、そこが１点お聞かせい

ただきたいところです。 

○こども未来課長（こども家庭センター長兼務）

（森田克彦君） こどもの貧困対策推進事業は

２００万円予算を計上しておりますが、子ども

食堂の支援に１２０万円、今回新規で行います

学習支援への支援の事業につきまして８０万円

を計上させていただいております。 

○委員（堀口 晃君） 昨年からもう進められ

ているということでございますので、大体の数、

今、子ども食堂に参加されている数７団体の平

均でもいいですけども、大体全体的にどのぐら

いになるのかというような部分は把握されてい

るかということが１つと、もう一つは子ども食

堂に対して今１５万円を年間に差し上げてらっ

しゃるんですけども、人数に応じてでなくて一

律ということだというふうに認識してるんです

けども、それで子ども食堂を営業されていると

いうか、運営されている方々からの何か御意見

とか要望とかっていう部分があるかどうかって

いうのもちょっとお聞かせいただきたいと思い

ます。 

○こども未来課長（こども家庭センター長兼務）

（森田克彦君） 現在、子ども食堂につきまし

ては令和６年度は補助をしているのが６団体ご

ざいます。来年度の予算につきましては、この

６団体に新規の２団体を想定しておりまして、

８団体の補助の予定としているところです。 

 補助額につきましては、人数に応じてという

ことではなく、年に何回開催されているかによ

って補助をしております。年に４回から１０回

が５万円、年に１１回から２０回が１０万円、

年２１回以上が１５万円という補助の内容です。 

 子ども食堂のほうのこの６団体につきまして

は、定期的に定例会等を開いておりまして、御

意見等もいただいているところです。この補助

以外にも様々な補助がございますので、そうい

った情報も子ども食堂のほうには伝えながら、

食材等の配付についてもそういった定例会を通

して情報提供をしているところでございます。 

 子ども食堂への参加者数ですが、食堂に応じ

てまちまちでございますが、３５人であったり、

１００食あたりを作られて１００人程度対応さ

れている食堂もございます。 

 以上です。 

○委員（堀口 晃君） すいません、全体で何

人ぐらい参加されてるかっていうのは把握され

てますか。全体の数。 

○こども未来課長（こども家庭センター長兼務）

（森田克彦君） 全体の総数はちょっと把握し

ておりませんが、例えば１つの食堂であれば毎

月１回の３５人、２つになりますと毎月１回の

１００名程度といった取組になっております。

大体３０人から７０人程度１回につき受け入れ

ていらっしゃる状況でございます。 

 回数もですね、様々でございまして、月に１
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回のところもございますし、月に２回開催され

てるところもございます。 

 以上です。 

○委員（堀口 晃君） 大体分かりました。で

きればですね、それぞれ毎月お話合いをされて

意見交換されてるっていうことで、情報交換も

されているってことですので大体今回は何人ぐ

らい参加したというような部分も記録していた

だければと思います。 

 それと先ほどの２００万円のうちの８０万円

が学習支援の補助というようなところでござい

ました。この８０万円の使い道、学習支援の補

助の在り方についてちょっとお聞かせください。 

○こども未来課長（こども家庭センター長兼務）

（森田克彦君） 地域の学習教室の応援事業補

助金でございますが、こちらは令和７年度から

実施するものです。目的としましては、独り親

家庭や低所得の世帯の子供に対して経済的な理

由をはじめ学習が困難な課題を抱える子供を対

象に学習支援を行われる民間団体等に支援をす

るものです。 

 補助の内容としましては、１年間で５０回以

上１００回未満開催されるところには２０万円

の補助、１００回以上開催されるところには３

０万円の補助を予定しております。 

 以上でございます。 

○委員（堀口 晃君） 回数で５０回以上、１

００回以上というようなところで、何をしたら、

どういうふうな形で。例えば宿題を教えるとか

っていうことなんですかね。何をしたら回数に

カウントされるのかっていうのがちょっとよく

分からないけど、５０回以上１００回未満と１

００回以上っていうような部分は何をしたら５

０回とか１００回とかになるんですか。さっき

の月に１回、子ども食堂ですから食物を提供す

るという部分がありますが、今回の場合には学

習支援の補助というような部分で５０回以上１

００回というのは意味がちょっとよく分からな

い。ちょっともう少し詳しく教えてもらってい

いですか。 

○こども未来課長（こども家庭センター長兼務）

（森田克彦君） こちらの学習支援につきまし

ては、現在３か所、実施されているところがご

ざいまして、こちらは年間を通して週２回また

は週３回実施をされております。 

○委員長（成松由紀夫君） 次長が把握してい

るなら、次長が答弁しなっせ。 

○健康福祉部次長（福祉事務所次長兼務）（嚨

田美樹君） 子供たちを集めて学習支援教室み

たいなのを開催をされております。それが週２

回とかそういうことをやってらっしゃるボラン

ティアの団体がいらっしゃるので、そこに対す

る支援ということで通常の学習塾ですとか、そ

ういうのとはちょっと意味合いが違うと考えて

おります。 

 以上です。 

○委員（堀口 晃君） ということは、今の子

ども食堂とはまた別に考えたほうがいいですね。

子ども食堂というふうに頭のなかあったもんだ

けんが。分かりました。ありがとうございます。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（橋本徳一郎君） 放課後児童健全育成

事業の定員を１４９名増やしたということを言

われてましたけど、待機児童とかはなくなると

いう見込みで大丈夫ですかね。 

○こども未来課長（こども家庭センター長兼務）

（森田克彦君） 放課後児童クラブの待機児童

でございますが、今年度の昨年５月に調査した

時点では待機児童が１名ということで、令和５

年度の１９名から減少しているところでござい

ます。 

○健康福祉部次長（福祉事務所次長兼務）（嚨

田美樹君） １４９名増員したことで、令和７

年度の入所希望についても受付をしてるんです

が、今のところ５名が待機児童ということにな
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っております。ただ、その５名の方々について

も送迎があるところですとか、今空きがあると

ころというのを御紹介をしております。 

 以上です。（委員橋本徳一郎君「はい、分か

りました」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。ありませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

第３款・民生費についてを終了します。 

 執行部入れ替わりのため、小会します。 

（午後１時５２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時５２分 本会） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、歳出の第４款・衛生費について健康福

祉部から説明を願います。 

○健康福祉部次長（福祉事務所次長兼務）（吉

田 浩君） 皆様、こんにちは。（｢こんにち

は」と呼ぶ者あり）健康福祉部、吉田です。よ

ろしくお願いいたします。恐れ入りますが、着

座にて御説明させていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○健康福祉部次長（福祉事務所次長兼務）（吉

田 浩君） それでは、健康福祉部所管分のう

ち、款４・衛生費につきまして、議案第７号・

令和７年度八代市一般会計予算書を使って御説

明いたします。 

 ５ページをお願いします。 

 第１表、歳入歳出予算の歳出です。 

 款４・衛生費につきましては、全体で４３億

５６４７万９０００円を計上しており、前年度

と比較して６億２６５９万４０００円の減額と

しております。 

 さらに、その衛生費中、健康福祉部所管分と

しましては、項１・保健衛生費２０億２２９７

万９０００円のうち１９億３５１９万１０００

円で、前年度比１億４７３７万５０００円の増

額としております。 

 増額の主なものとしましては、後ほど御説明

いたします各種予防接種事業におけるこどもイ

ンフルエンザ予防接種助成の対象年齢の拡充や、

令和７年度から定期接種となる帯状疱疹ワクチ

ンに要する費用などです。 

 それでは、歳出の主な事業内容について御説

明いたします。 

 ７０ページの下段の表、款４・衛生費、項

１・保健衛生費、目１・保健衛生総務費で、１

３億８７０８万円を計上しております。前年度

に比べ３０８６万７０００円の減額としており

ます。 

 一番右側の説明欄を御覧ください。 

 上から５つ目の妊産婦健康支援事業６７１６

万６０００円は、安心して出産・育児ができる

よう、母子健康手帳の交付や妊婦健診、保健指

導などを行うもので、１人当たり最大１４回の

妊婦健診に係る熊本県医師会への委託料６４３

１万７０００円が主なものです。 

 ７１ページをお願いします。 

 一番上の乳幼児健康支援事業２５４９万円は、

乳幼児の健康の保持・増進を目的に、生後４か

月までの乳児家庭全戸訪問、４か月児、７か月

児、１歳６か月児、３歳児のそれぞれの健診と

こども発達相談などを行っております。 

 次のこども医療費助成事業５億７１４６万９

０００円は、子供の疾病の早期治療を促進し、

健康の保持と健全な育成を図るとともに、保護

者の経済的負担を軽減するため、ゼロ歳から高

校３年生相当の１８歳までの医療費自己負担の

全額を助成するものです。 

 次の初期救急医療推進事業３４６４万４００
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０円は、休日や夜間の突発的な疾患に対応する

ため、休日在宅当番医制や夜間救急センターの

診療委託を行い、初期救急医療体制の充実を図

るものです。 

 次に、４つ飛びまして健康増進事業９８１９

万１０００円は、青年期・壮年期からの健康づ

くりや、生活習慣病の発症予防・重症化予防を

行うことにより、健康寿命を延ばし、市民の健

康の保持・増進を図るもので、生活習慣病予防

講演会の開催や、市民からの健康に関する相談、

胃がん・肺がん・大腸がん等の各種がん検診な

どを実施するものです。がん検診等の委託料６

８５９万円が主なものです。 

 次に、２つ飛びまして地域医療支援事業１５

４７万５０００円は、八代医療圏域における地

域医療の確保・維持を行うもので、主なものと

して、熊本労災病院の新棟建設に伴う災害時の

負傷者等受入スペースなどの整備に対する本市

の令和７年度負担分１００８万９０００円、ま

た、産科医の育成及び人材確保の観点から、八

代圏域における安定的な周産期医療体制構築支

援のための八代医療圏域から熊本大学への寄附

金５００万円などがあります。 

 １つ飛びまして、産後ケア事業９１７万１０

００円は、産後鬱や新生児への虐待を予防し、

安心して子育てできるよう支援を図るもので、

産後間もない母親の心身の状態を把握し、早期

支援につなげるための産婦健診と、産科医療機

関等への宿泊や日帰りの通所、助産師の訪問に

より、産婦の心身のケアや育児サポートなどを

行う産後ケアを実施するものです。 

 次に、３つ飛びまして健康保持増進事業３０

７８万５０００円は、後期高齢者を対象に生活

習慣病を早期に発見し、適切な医療につなげる

ための健診や、誤嚥性肺炎等の重症化予防を目

的とした歯科口腔健診を熊本県後期高齢者医療

広域連合からの受託により実施するもので、八

代市医師会等への検診委託料３０２０万４００

０円が主なものです。 

 次に、がん患者アピアランスケア推進事業８

０万円は、がん患者が治療に伴う外見の変化を

補完する用具――医療用ウイッグ等の購入費用

の一部を助成するもので、患者の精神的苦痛を

軽減し、前向きな治療や療養生活に取り組む手

助けとなり、就労や社会参加につながるなど、

生活の質を向上させるものです。 

 １つ飛びまして、特別会計繰出金事業（診療

所）３３１２万５０００円は、泉地域の椎原、

下岳、歯科及び坂本診療所（仮称）の４つの診

療所の運営に係る経費の不足分を診療所特別会

計へ繰り出すものです。 

 ここで、１ページ前の７０ページにお戻りく

ださい。 

 下段の表の中央の上段、財源内訳の特定財源

のうち、国県支出金７４４４万７０００円は、

こども医療費助成事業や養育医療給付事業に対

する国庫支出金や県支出金、地方債９００万円

は、地域医療支援事業や保健センター管理運営

事業への公共事業等債や合併特例債、その他５

億６７２５万４０００円は、こども医療費助成

事業に対するふるさと八代元気づくり応援基金

繰入金や、健康保持増進事業に対する熊本県後

期高齢者医療広域連合からの健診受託事業収入

などです。 

 続きまして、再度７１ページをお願いいたし

ます。 

 下段の表、目２・予防費では５億４８１１万

１０００円を計上しています。前年度に比べ１

億７８２４万２０００円の増額となっています。 

 説明欄を御覧ください。 

 各種予防接種事業で５億４６６７万２０００

円を計上しております。主なものとして、６５

歳以上の高齢者に対し、インフルエンザや肺炎

球菌に加え、来年度から定期接種となる帯状疱

疹等の接種費用に２億９０６１万５０００円。

また、これまでは生後６か月から６歳までを対
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象としていたこどもインフルエンザ予防接種費

用への助成を生後６か月から１２歳まで拡充す

るため、７０３万８０００円などを計上してお

ります。詳細は別紙資料のとおりです。 

 表の中央、本年度予算額の財源内訳の特定財

源としまして、国県支出金９０２１万円、その

他の３７０万１０００円は、ふるさと八代元気

づくり応援基金活用事業の基金活用分となって

おります。 

 以上で、健康福祉部所管分の衛生費の説明を

終わります。御審議のほどよろしくお願いいた

します。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（橋本徳一郎君） まず７０ページの衛

生費、前年度比較で３０００万円減ってるって

いうのはちょっとおおざっぱですけどどういっ

たことが原因、理由ですか。 

○委員長（成松由紀夫君） もう１回。 

○委員（橋本徳一郎君） 前年度比較で約３０

００万円減ってますけども、保健衛生総務費、

これどういったことで減ったのかなと、理由を

教えていただきたいんですが。 

○委員長（成松由紀夫君） 誰が答えますか。

何ページ目です。 

○委員（橋本徳一郎君） ７０ページです。 

○委員長（成松由紀夫君） 比較。総額的な。

これは部長か次長だろ。差額が生じた理由です

よ。７０ページ下段、比較。 

○健康福祉部次長（福祉事務所次長兼務）（吉

田 浩君） 申し訳ありません。ちょっと確認

させていただきます。しばらくお待ちください。

申し訳ありません。 

○委員（橋本徳一郎君） あともう一つ、初期

救急医療推進事業で一次救急医療って今、数は

変化はないですか。増えたり減ったりとかはし

てないですか。 

○委員長（成松由紀夫君） それは何ページ。 

○委員（橋本徳一郎君） ７１ページですね。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） 健

康福祉政策課、石本です。よろしくお願いいた

します。 

 今、委員御質問の初期救急医療推進事業の部

分についてでございますけれども、この中で行

っている事業というのが在宅当番医であったり、

年末年始の医療であったり、あと夜間急患セン

ターの対応ということでですね、特に在宅当番

医については対応される医療機関のほうが少し

減ってきている部分がありまして、いわゆる順

番が回ってくるのが早くなってきているという

ような状況があるというところでお話をいただ

いているところでございます。 

 ただし今のところはこの在宅当番医等も順番

回していただきながら今のとこ維持ができてい

るという状況でございます。 

 お答えといたします。（委員橋本徳一郎君

「分かりました」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。よろしいですか。 

○委員（大倉裕一君） 地域医療支援事業、７

１ページで、熊大のほうにまた寄附金を計上さ

れてるんですけども、この前、寄附金を持って

いかれて要望する内容とかを出されたというこ

とも認識はしてるところなんですけど、感触的

にどうなんでしょう、この寄附金の効果という

のは。 

○委員長（成松由紀夫君） 答えられる範囲内

で。 

○健康福祉部長（福祉事務所長兼務）（福本桂

三君） 感触っていうか、今現在、医療、医師

不足という中で大変厳しい状況にあるというこ

とは熊大のほうからもお聞きしております。そ

ういう中で今後医師の働き方改革等もありまし

て、物すごくそういう部分も課題でありまして

なかなか医師を増やすことは、派遣を増やすこ
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とは難しいという中でも八代にはどうにかとい

う、なんかそういう手応えはちょっと手応えと

してあったと感じております。感じ方としまし

てはですね。 

○委員（大倉裕一君） 非常に難しいお尋ねに

なったかなと思いながらもですよ、そもそも５

００万円を寄付したほうがいいというようなそ

の発案というのはどちらからあったんですかね。 

○健康福祉部長（福祉事務所長兼務）（福本桂

三君） 特にいろんな他市の事例を見てみると、

自治体がやっぱり医師不足という中で他市の事

例も見てみますと大学病院に寄附をして、寄附

をする見返りというか、本当は見返りじゃない

んですけども、そういう中で医師派遣をお願い

するというのがありましたので、それを参考に

八代市も行ったところでございます。 

○委員（大倉裕一君） 一部に熊本県のほうか

らそういったお話があったという声も聞こえて

くるんですけど、そういった県のほうからの促

しっていうような、そういったのはなかったん

ですか。 

○健康福祉部長（福祉事務所長兼務）（福本桂

三君） 今、熊本県のほうにはですね、寄附口

座という部分がありまして、その寄附口座につ

いてどうにかできないだろうかということで八

代市からも熊本県のほうには要望して、寄附口

座を使って医師を派遣していただくということ

を要望はしております。 

○委員（大倉裕一君） もうちょっと適切なあ

れが出てきませんかね。県からあったのか、な

かったのか。 

○健康福祉部長（福祉事務所長兼務）（福本桂

三君） 今回の部分についてはこの地域医療と

いうことで県からは特に何らかのことをすると

いうことはあってません。 

○委員（大倉裕一君） 前年度の分もなかった

っていうことですか。 

○健康福祉部長（福祉事務所長兼務）（福本桂

三君） そうでございます。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○健康福祉部次長（福祉事務所次長兼務）（吉

田 浩君） 先ほどの減額の部分なんですが、

主なものといたしましては職員給与経費に係る

部分、それとデジタル医療ＭａａＳに係る分に

なります。大変失礼いたしました。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

○委員（橋本徳一郎君） まず生活保護ですが、

されてるとは思うんですけどね、早期に生活相

談ができるような形で体制をぜひお願いします。

早いうちに手が打てるような形で。 

 あと救急医療のほうですけども、やはり医療

の輪番が早く回ってきてるという状態があると

いうことでしたので、これは制度上の問題では

あるんですが、医療とやっぱり一緒に介護もあ

る種されてると思うんですよね。そういう部分

も支援ができるような形で経営的にも守ってい

ただきたいなというふうに思います。支援をお

願いします。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（大倉裕一君） 周産期医療の確立の件

で意見させてもらいます。 

 可能性が非常にあるというふうに受け止めた

ということで部長のほうからもありましたけれ

ども、非常に医師確保が難しい状況というのは

私も認識しています。その中でやはり周産期の

対象の方々が不安を抱えて出産することがない

ようにやはり医師を確保していくことが八代市
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としては非常に有効というか、そこは確保する

ことが責任だというふうに思ってますので、根

気強く熊大のほうとも交渉していただいて、地

域医療の施策がきちんと運営できるようにお願

いをしておきたいというふうに思います。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第７号・令和７年度八代市一般会計予算

中、当委員会関係分については、原案のとおり

決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午後２時１３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時２３分 本会） 

◎議案第８号・令和７年度八代市国民健康保険

特別会計予算 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、議案第８号・令和７年度八代市国民健

康保険特別会計予算を議題とし、説明を求めま

す。 

○国保ねんきん課長（髙﨑博文君） こんにち

は。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）国保ねん

きん課の髙﨑でございます。よろしくお願いい

たします。 

 議案第８号・令和７年度八代市国民健康保険

特別会計予算について、着座にて説明させてい

ただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○国保ねんきん課長（髙﨑博文君） 予算書の

１ページをお願いします。 

 第１条において、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ１５９億４０５７万２０００円と

しております。また、第２条で債務負担行為に

ついて定めております。 

 ４ページをお願いします。 

 第２表、債務負担行為の表でございますが、

まず、１つ目の国民健康保険税納税通知書作成

等業務委託は、令和８年度の国保税納税通知書

の印刷、封入封緘などの業務委託で、期間を令

和７年度から８年度までの２か年間とし、限度

額を８１０万２０００円としております。 

 次の健康管理システム賃借料は、令和７年度

から運用する地方公共団体情報システムの標準

化に伴う健康管理システムの賃借料で、期間を

令和８年度から１２年度までとし、限度額を４

９１万６０００円としております。 

 ６ページをお願いします。 

 歳入歳出予算事項別明細書でございますが、

１、総括で、歳入歳出それぞれ前年度比で１０

億７４１５万１０００円の減額となっています。

これは、保険給付費や国民健康保険事業費納付

金の減などによるものです。 

 １２ページをお願いします。 

 それでは、歳出の具体的内容について、主な

ものを説明いたします。 

 款１・総務費、項１・総務管理費、目１・一

般管理費及びその下の目２・連合会負担金に合

計１億９１１７万１０００円を計上しています。

これは、職員１８人分の職員給与などの人件費

や資格確認書等の発行、レセプト点検などの事

務経費のほか、国民健康保険団体連合会の共同

事務費に係る負担金などです。 

 １３ページをお願いします。 

 下の表、款２・保険給付費、項１・療養諸費

に合計９６億８３０８万２０００円を計上して

います。これは、被保険者が医療機関などを受

診された際の医療費から自己負担分を除いた保

険者負担分である保険給付費やコルセットなど

の医療用装具の購入後に被保険者に支給する療

養費が主なものです。前年度比で７億７７７０
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万８０００円の減額を見込んでいますが、主な

理由は被保険者数の減少によるものです。 

 １４ページをお願いします。 

 款２・保険給付費、項２・高額療養費に合計

１７億５０５万９０００円を計上しています。

高額療養費は、月ごとの医療機関での自己負担

額が限度額を超えたときに支給するものです。 

 １つ飛ばしまして、下の表、款２・保険給付

費、項４・出産育児諸費に合計３７５１万６０

００円を計上しています。目１・出産育児一時

金は、被保険者が出産されたときに、子供１人

につき５０万円を支給するものです。 

 １５ページをお願いします。 

 ２つ飛ばしまして、下の表、款３・国民健康

保険事業費納付金、項１・医療給付費分、目

１・一般被保険者医療給付費分に２９億５１０

５万７０００円を計上しています。これは、病

気やけがをしたときの保険給付の基礎となるも

のです。 

 １６ページをお願いします。 

 款３・国民健康保険事業費納付金、項２・後

期高齢者支援金等分、目１・一般被保険者後期

高齢者支援金等分に９億５０万４０００円を計

上しています。これは、後期高齢者医療を支え

る現役世代からの支援金に当たるもので、保険

者として負担するものです。 

 次の表、款３・国民健康保険事業費納付金、

項３・介護納付金分、目１・介護納付金分に２

億８８９３万８０００円を計上しています。こ

れは、介護保険の第２号被保険者に賦課する介

護保険料分です。 

 これら３つの納付金の合計額４１億４０４９

万９０００円は、県が県全体の保険給付費を推

計し、各市町村の被保険者数、医療費水準、所

得水準などに応じて案分して決定するもので、

前年度比で３億９２４４万８０００円の減とな

っています。 

 減額の主な理由としましては、団塊の世代が

後期高齢者医療制度へ移行したこと等により、

被保険者数が減少したことによるものです。 

 １７ページをお願いします。 

 款５・保健事業費、項１・保健事業費、目

１・疾病予防費に６３５５万８０００円を計上

しています。これは、はり・きゅう・マッサー

ジ等の利用や人間ドック・脳ドックの受診にか

かる費用の助成のほか、特定健診未受診者への

受診勧奨や糖尿病性腎症重症化予防に関する保

健事業などを実施するものです。 

 １８ページをお願いします。 

 款５・保健事業費、項２・特定健康診査等事

業費、目１・特定健康診査等事業費に８９５６

万円を計上しています。これは、特定健診や特

定保健指導に係る委託料などに要する経費です。 

 １９ページをお願いします。 

 款７・諸支出金、項１・償還金及び還付加算

金に合計１３６２万２０００円を計上していま

す。これは、転出・社会保険への加入・死亡な

どの国民健康保険の資格喪失に伴う国保税の還

付金及び還付加算金です。 

 以上が歳出です。 

 恐れ入りますが、戻りまして７ページをお願

いします。 

 続きまして、歳入の主なものを説明いたしま

す。 

 款１・国民健康保険税、項１・国民健康保険

税で合計２７億６３３１万７０００円を計上し

ています。前年度比で１億９９９１万７０００

円の減となっています。減額の主な理由は、被

保険者数の減少及び歳出の国民健康保険事業費

納付金の大幅な減額に伴う調整によるものです。 

 ８ページをお願いします。 

 中段の表、款３・県支出金、項１・県負担

金・補助金、目１・保険給付費等交付金に１１

７億３４６２万６０００円を計上しています。

前年度比で６億７６９５万２０００円の減とな

っています。これは、医療費などにかかる保険
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給付費の全額を県が負担するものや、各市町村

の特別な事情による国保財政の調整を図るため

に交付されるものなどです。減額となった主な

理由は、歳出の款２・保険給付費の減によるも

のです。 

 下段の表、款４・繰入金、項１・一般会計繰

入金、目１・一般会計繰入金に１４億１６００

万円を計上しています。これは、職員給与費や

事務経費をはじめ、出産一時金、低所得者に対

する国保税軽減相当額、国保財政の健全化及び

保険税負担の平準化分の繰入れなどです。 

 １０ページをお願いします。 

 款６・繰越金、項１・繰越金、目１・繰越金、

１０００円計上し、前年度比で１億２１８４万

７０００円の減となっています。これは、国保

税減収に伴う歳入の補填として充てる予定のも

のですが、歳出の款３・国民健康保険事業費納

付金が大幅に減額となり、繰越金と国民健康保

険税により調整したことが減額となった理由で

す。 

 中段の表、款７・諸収入、項１・延滞金加算

金及び過料に合計で１０００万１０００円を計

上しています。これは、国保税の滞納分に係る

延滞金です。 

 １１ページをお願いします。 

 款７・諸収入、項３・雑入に合計で１４２７

万５０００円を計上しています。これは、交通

事故等に係る第三者納付金が主なものです。 

 以上が歳入の説明です。 

 以上で議案第８号・令和７年度八代市国民健

康保険特別会計予算の説明を終わります。御審

議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（橋本徳一郎君） 歳入歳出とも前年よ

り下がっているというのが報告、傾向だったか

なと思いますけど、その中心的なのが被保険者

の減少ということなんですが、率直に言って現

役世代が減ってるっていう意味でしょうか。そ

れともほかの保険に加入してということでの減

少ということでしょうか。 

○国保ねんきん課長（髙﨑博文君） 後期高齢

者医療のほうに移行しての減、それから社会保

険の適用拡大もございましたのでそういったと

ころで減となったものになります。（委員橋本

徳一郎君「はい、分かりました」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。ありませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第８号・令和７年度八代市国民健康保険

特別会計予算については、原案のとおり決する

に賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第９号・令和７年度八代市後期高齢者医

療特別会計予算 

○委員長（成松由紀夫君） 次に、議案第９

号・令和７年度八代市後期高齢者医療特別会計

予算を議題とし、説明を求めます。 

○国保ねんきん課長（髙﨑博文君） 国保年金

課の髙﨑でございます。引き続きよろしくお願

いいたします。 

 議案第９号・令和７年度八代市後期高齢者医

療特別会計予算について、着座にて説明させて

いただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 
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○国保ねんきん課長（髙﨑博文君） 予算書の

１ページをお願いします。 

 第１条において、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ２４億９４９８万８０００円とし

ております。 

 ５ページをお願いします。 

 歳入歳出予算事項別明細書でございますが、

１、総括で、歳入歳出それぞれ前年度比で８６

７６万２０００円の増額となっています。 

 ９ページをお願いします。 

 それでは、歳出の具体的内容について、主な

ものを説明いたします。 

 款１・総務費、項１・総務管理費、目１・一

般管理費に７３８３万円を計上しています。こ

れは、熊本県後期高齢者医療広域連合――以後、

広域連合と申し上げます、に派遣している職員

２人を含む８人分の人件費のほか、資格確認書

等の交付に係る事務費などです。 

 下の表、項２・徴収費、目１・徴収費に９９

０万７０００円を計上しています。これは、保

険料の徴収事務に要する経費で、会計年度任用

職員の報酬及び保険料の納付書、封筒などの印

刷製本費並びに郵便料が主なものです。 

 １０ページをお願いします。 

 款２・後期高齢者医療広域連合納付金、項

１・後期高齢者医療広域連合納付金に合計２３

億９７８６万２０００円を計上しています。内

訳としまして、目１・被保険者保険料納付金の

１７億１２３５万１０００円は、被保険者から

徴収する保険料を広域連合に納付するもので、

前年度比で７７７２万１０００円の増となって

います。 

 増額の理由は、団塊の世代が後期高齢者医療

制度に移行したことに伴い、被保険者数が増加

したことによるものです。 

 次の目２・保険基盤安定分担金の６億８５５

１万１０００円は、低所得者の保険料軽減分を

補填するものです。軽減額のうち４分の３を県

が、４分の１を市がそれぞれ負担することとな

っており、相当額を一般会計から特別会計へ繰

入れ、広域連合へ支出するものです。前年度比

で、８８０万９０００円の増となっています。 

 下の表、款３・保健事業費、項１・健康保持

増進事業費、目１・健康保持増進事業費に８４

０万８０００円を計上しています。これは、は

り・きゅうなどの助成に係る経費です。 

 １１ページをお願いします。 

 款４・諸支出金、項１・償還金及び還付加算

金に合計３９８万１０００円を計上しています。

これは、被保険者の死亡や転出などによる保険

料の還付金及び還付加算金です。保険料の還付

などは本市が被保険者に一旦支払い、その分を

広域連合に請求し、受け入れる仕組みとなって

います。 

 以上が歳出です。 

 恐れ入りますが、お戻りいただきまして、６

ページをお願いします。 

 続きまして、歳入の主なものを説明いたしま

す。 

 款１・後期高齢者医療保険料、項１・後期高

齢者医療保険料に合計１７億１２３５万円を計

上しています。保険料は、市で収納した後、全

額を広域連合に納付金として支出いたします。 

 １つ飛ばしまして、下の表、款３・繰入金、

項１・一般会計繰入金に合計７億７７４１万２

０００円を計上しています。内訳として、目

１・事務費繰入金の９１９０万１０００円は、

職員給与経費などの財源として一般会計から繰

り入れるものです。 

 目２・保険基盤安定繰入金の６億８５５１万

１０００円は、低所得者の軽減措置に係る県・

市の補填分として広域連合へ支出する保険基盤

安定負担金について、一般会計から繰り入れる

ものです。 

 ７ページをお願いします。 

 下の表、款５・諸収入、項２・償還金及び還
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付加算金に合計３９８万１０００円を計上して

います。これは、保険料の還付金及び還付加算

金の支出に対する広域連合からの受入れ分です。 

 以上が歳入の説明です。 

 以上で、議案第９号・令和７年度八代市後期

高齢者医療特別会計予算の説明を終わります。

御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。ありませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第９号・令和７年度八代市後期高齢者医

療特別会計予算については、原案のとおり決す

るに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午後２時４３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時４４分 本会） 

◎議案第１０号・令和７年度八代市介護保険特

別会計予算 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１０号・令和７年度八代市介護

保険特別会計予算を議題とし、説明を求めます。 

○介護保険課長（草西亮介君） 皆さん、こん

にちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）介護

保険課の草西と申します。 

 議案第１０号・令和７年度八代市介護保険特

別会計予算について御説明をいたします。どう

ぞよろしくお願いいたします。それでは、座り

まして説明をさせていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○介護保険課長（草西亮介君） それでは、初

めに１ページをお願いいたします。 

 第１条におきまして、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ１５１億７７１５万８０００

円と定めております。 

 次に、少し飛びまして、５ページをお願いい

たします。 

 歳入歳出予算事項別明細書でございますが、

１、総括で、歳入歳出それぞれ前年比１億６６

５４万４０００円の増となっております。これ

は、保険給付費の増が主な要因でございます。 

 それでは、先に歳出から御説明をさせていた

だきます。 

 １２ページをお願いいたします。 

 ３の歳出でございます。 

 歳出の主なものについて御説明をいたします。 

 まず、上の表、款１・総務費、項１・総務管

理費、目１・一般管理費の２億４５４２万２０

００円は、一般職３３名分の人件費２億３２７

４万７０００円などや、下の表の項２・徴収費、

目１・賦課徴収費の１１５３万円は、介護保険

料の納付書等の郵便料などが主なものでござい

ます。 

 １３ページをお願いいたします。 

 項３・介護認定費、目１・介護認定審査会費

の２１９１万１０００円は、介護認定審査会委

員報酬などや、目２・認定調査費の１億３４４

９万２０００円は、介護認定調査員の報酬や主

治医意見書作成手数料などが主なものでござい

ます。 

 １４ページをお願いいたします。 

 款２・保険給付費、項１・保険給付費、目

１・介護サービス給付費に１３１億１０５０万

円を計上しております。この目で、歳出予算総

額の約８６％を占めております。これは、要介
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護１から５の方の各種介護サービスに対する保

険給付事業でございます。 

 次に、目２・介護予防サービス給付費の３億

２１３２万円は、要支援１または２の方の介護

予防サービスに対する保険給付事業になります。 

 次に、目３・高額介護サービス費の３億２４

８３万６０００円は、高額介護サービス給付事

業において、介護サービスを利用した月の自己

負担額が一定の金額を超えた場合に、その超過

分を利用した被保険者に対して支給――払戻し

をするというものでございます。 

 次に、１５ページをお願いいたします。 

 上段の表、目８・特定入所者介護サービス費

の４億１０００万円は、施設に入所する低所得

者の方が一定の要件を満たす場合、居住費と食

費について所得等に応じて自己負担の限度額が

設けられており、その限度額を超えた分を保険

給付するものでございます。 

 次に、下段の表で、款３・地域支援事業費、

項１・介護予防・日常生活支援総合事業費、目

１・介護予防・生活支援サービス事業費の２億

６４１１万９０００円は、市町村が地域の実情

に応じ、介護予防や日常生活支援に係る多様な

サービスを提供する事業で、要支援１または２

の認定を受けた方や、要介護認定を受けてなく

ても生活機能の低下が認められる方が利用する

訪問型サービス事業、通所型サービス事業に要

する経費が主なものでございます。 

 １６ページをお願いいたします。 

 目２・一般介護予防事業費の３５５４万１０

００円は、全ての高齢者を対象に、できる限り

健康な状態を維持できるようにすることを目的

とした事業で、コミュニティセンター等で介護

予防と体力づくりを行うやつしろ元気体操教室

や、地域の公民館等で、生きがいづくり、健康

づくり、仲間づくりを行ういきいきサロンなど

の開催に係る委託料が主なものでございます。 

 次に、１７ページをお願いいたします。 

 項２・包括的支援事業・任意事業費、目１・

包括的支援事業費の１億９４８３万３０００円

は、市内６か所に設置しております地域包括支

援センターの運営委託事業費などで、目２・任

意事業費の２８０２万３０００円は、緊急通報

装置を利用した安心相談確保事業や、配食サー

ビスを行う食の自立支援事業などが主なもので

ございます。 

 次に、１８ページをお願いいたします。 

 上段の表、款４・基金積立金、項１、目１・

基金積立金の２００万円は、介護給付費準備基

金の預金利子を積み立てるもので、下段の表、

款５・諸支出金、項１、目１・償還金及び還付

加算金の４４９万１０００円は、第１号被保険

者から徴収した保険料の過年度分の還付金の支

出に充てるものでございます。 

 以上が歳出の御説明になります。 

 続きまして、歳入について御説明いたします。 

 恐れ入りますが、６ページをお願いいたしま

す。 

 ２、歳入でございます。主なものについて御

説明をいたします。 

 上の表の款１・保険料、項１・介護保険料、

目１・第１号被保険者保険料に２６億３１５８

万５０００円を計上しております。節１・現年

度分特別徴収保険料は、年金から天引きされる

もので、節２・現年度分普通徴収保険料は、納

付書や口座振替にて納付していただくというも

のになります。 

 ７ページをお願いいたします。 

 中段の表、款４・支払基金交付金、項１・支

払基金交付金の３９億２２０５万１０００円は、

４０歳から６４歳までの医療保険に加入されて

いる方の第２号被保険者保険料について、歳出

の保険給付費等の一部を社会保険診療報酬支払

基金から交付されるものでございます。 

 下段の表、款５・国庫支出金、項１・国庫負

担金、目１・介護給付費負担金は、歳出の保険
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給付費の一部を国が負担するというものでござ

います。 

 続きまして、８ページをお願いいたします。 

 上の表の項２・国庫補助金、目１・調整交付

金、目２・地域支援事業交付金（介護予防・日

常生活支援総合事業）、目３・同交付金（包括

的支援事業・任意事業）などや、下の表、款

６・県支出金、項１・県負担金、目１・介護給

付費負担金は、歳出の保険給付費や地域支援事

業費の一部を国と県が補助及び負担するもので

ございます。 

 ９ページをお願いいたします。 

 上の表、項２・県補助金、目１・地域支援事

業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業）、

目２・同交付金（包括的支援事業・任意事業）

は、地域支援事業費の一部を県が補助するもの

でございます。 

 次に、１０ページをお願いいたします。 

 款８・繰入金、項１、目１・一般会計繰入金

は、歳出の保険給付費等に対する市の負担分や

職員給与費などを一般会計から繰り入れるもの

でございます。 

 以上で議案第１０号・令和７年度八代市介護

保険特別会計予算の説明を終わります。御審議

のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（橋本徳一郎君） １５ページの介護予

防・生活支援サービス事業費で前年比で１３０

０万円ほど下がってるっていうことなんですが、

ここは利用者が減ってるっていうことなんでし

ょうけど、事業者とかは増減とか変化あります

か。 

○高齢者支援課長（成年後見支援センター所長

兼務）（久保祝子君） 高齢者支援課の久保で

す。よろしくお願いします。 

 委員お尋ねの事業所の数については、やはり

ちょっと訪問型サービス事業所のほうが少し減

ってきております。通所型サービスのほうは特

別減ってはきていませんが、どちらかといいま

すと事業所が介護のほうのサービスと総合事業

のほうのサービスと両方の指定を受けている関

係から、介護保険の対象の方を中止している傾

向にあることから総合事業の利用者のほうが少

し減ってきてるのかなというふうに感じており

ます。 

 市のほうとしましては、そういう指定の事業

所のほうは減ってきておりますことから、住民

主体によるサービスのほうを今、整備するよう

に各ボランティアの方にお声かけをしている状

況でございます。 

 以上、お答えとします。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（大倉裕一君） 歳入のほうなんですけ

ど、保険料が約３００万円増えたということで

すよね。だけど歳出、予算規模で見ると約１億

６６００万円が前年度と比較すると伸びている

という状況ですけど、保険料の値上げとかって

大丈夫ですか、このまま行ったとき。 

○介護保険課長（草西亮介君） 今お尋ねの件

でございますけれども、令和６年度から８年度

まで基準額のほうを５００円を減額をしてとい

うところで今そのように進めておりますけれど

も、このまま恐らく今の基準額で行きますと大

体この同じ額が介護保険料額として進んでいく

というところで、ただ、あと繰越金のほうもま

だありますし、準備基金のほうもございますの

で、そこを活用しながら保険給付の増には対応

していきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で
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質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。ありませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第１０号・令和７年度八代市介護保険特

別会計予算については原案のとおり決するに賛

成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午後２時５６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時５７分 本会） 

◎議案第１２号・令和７年度八代市診療所特別

会計予算 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１２号・令和７年度八代市診療

所特別会計予算を議題とし、説明を求めます。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） 健

康福祉政策課、石本です。よろしくお願いいた

します。（｢よろしくお願いします」と呼ぶ者

あり）失礼しまして、着座にて説明させていた

だきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） そ

れでは、議案第１２号・令和７年度八代市診療

所特別会計予算について説明します。 

 初めに、１ページをお願いします。 

 第１条、歳入歳出予算で、歳入歳出予算の総

額をそれぞれ９５５７万７０００円と定めてお

ります。 

 次に、５ページをお願いします。 

 歳入歳出予算事項別明細書の１、総括で、歳

入歳出それぞれ前年比２０６７万７０００円の

増となっております。これは、令和７年１２月

に完成予定の坂本支所内に診療所を開設するた

めの費用を新たに計上したことが主な要因でご

ざいます。内容につきまして、歳出予算から先

に御説明いたします。 

 ９ページをお願いします。 

 ３、歳出の款１・総務費、項１・総務管理費、

目１・一般管理費７８４４万４０００円でござ

います。 

 一番右側の説明欄を御覧いただき、説明欄の

上から２つ目、椎原診療所一般管理事業３１５

４万９０００円は、泉町にあります市立の３つ

のへき地診療所のうち、五家荘地域に開設して

おります椎原診療所の運営に要する経費でござ

います。 

 なお、椎原診療所につきましては、令和４年

度以降、自治医科大卒医師の派遣がかなわない

状況となっており、令和７年度も引き続き４つ

の医療機関から交代で医師の派遣をいただき、

火・水・木の診療と、月曜の訪問看護を行う体

制としております。 

 主なものは、医師派遣委託料１５７８万８０

００円がございます。 

 説明欄一つ下、下岳診療所一般管理事業２０

０６万円は、同じく泉町のへき地診療所下岳診

療所の運営に要する経費で、主なものは八代郡

市医師会への診療業務委託料１７７５万７００

０円がございます。 

 次の歯科診療所一般管理事業２４６万１００

０円は、泉町柿迫にございます泉歯科診療所の

運営に要する経費で、主なものは八代歯科医師

会への診療業務委託料２３９万１０００円がご

ざいます。 

 また、説明欄１つ下、（仮称）坂本診療所一

般管理事業２３９７万８０００円は、令和７年

１２月に完成予定の坂本支所内に診療所を開設

するための費用で、今回新たに計上しておりま

す。 

 予算の主なものとしまして、令和８年３月、
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一月分の診療所の運営に係る業務委託料１２７

万５０００円や、診療所開設に係る医療機器、

電算機器や机、椅子などの備品購入費２２１０

万円でございます。 

 ここで別添の資料、右肩に令和７年３月１４

日、文教福祉委員会、議案第１２号資料とあり

ます、タイトルが八代市立坂本診療所（仮称）

の資料を御覧ください。 

 御承知のところではございますが、坂本町は

豪雨災害の影響により６つの地区が無医地区と

なっており、地域住民の方などから医療機関の

設置を求める声や要望があり、これまで関係機

関と協議を行ってまいりました。 

 このたび、八代郡市医師会との協議が整いま

したことから、診療所を開設し、令和８年３月

からの診療開始を目指すことといたしました。 

 八代郡市医師会へ、医師・看護師・事務員の

派遣や診療所の管理・運営を委託し、内科の診

療を火曜、木曜の週に２回、午後に行う予定と

しております。 

 なお、診療所の開設や運営についての詳細に

ついては、これからも協議・検討を継続して行

ってまいります。 

 恐れ入りますが、再度予算書の９ページをお

願いいたします。 

 次の目２・医療費１６１９万６０００円は、

各診療所で使用する医薬品や医薬材料、血液検

査や歯科技工の委託などに要する経費で、内訳

としまして椎原診療所７６１万５０００円、下

岳診療所６３１万７０００円、歯科診療所１８

万円、また、今回新たに（仮称）坂本診療所分

としまして２０８万４０００円を計上しており

ます。 

 １０ページをお願いします。 

 款２、項１・公債費、目１・元金９１万１０

００円は、これまでに医療機器の購入等で借り

入れた起債の償還元金でございます。 

 次の目２・利子２万６０００円は、起債の償

還利子でございます。 

 以上が歳出予算でございます。 

 続きまして、歳入予算の御説明をいたします。 

 ６ページをお願いします。 

 ２、歳入の上の表、款１・診療所事業収入、

項１・診療収入、目１・保険収入２１２１万円

は、医療保険から支払われる診療報酬でござい

ます。 

 次の目２・一部負担金収入３５４万円は、医

療費の自己負担分でございます。 

 次の目３・その他診療収入７６万５０００円

は、予防接種に伴う収入となっております。 

 下の表、款２・使用料及び手数料、項１・使

用料、目１・診療所使用料１３万５０００円は、

下岳診療所の診療に従事する医師などが休憩所

として使用しております、診療所に隣接する建

物の使用料収入などがございます。 

 ７ページをお願いいたします。 

 上の表、項２・手数料、目１・診療所手数料

４１万１０００円は、診断書の作成手数料や健

康診断に係る手数料収入でございます。 

 真ん中の表、款３・県支出金、項１・県補助

金、目１・へき地診療所県補助金１６９７万１

０００円は、右側の説明欄にございます節１・

へき地診療所運営費補助金１６５８万９０００

円で、採算性が低いへき地診療所の運営費に対

する補助金で、補助率は基準額の３分の２とな

っております。 

 その下の節２・へき地患者輸送車運行支援事

業補助金３８万２０００円は、椎原診療所で運

行しております患者輸送車の運行経費に係る補

助金で、補助率は基準額の２分の１でございま

す。 

 下の表、款４・繰入金、項１、目１・一般会

計繰入金３３１２万５０００円は、各診療所の

運営における収支不足分を一般会計から繰り入

れるものでございます。 

 ８ページをお願いします。 
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 上の表、款５、項１、目１・繰越金は１００

０円でございます。 

 真ん中の表、款６・諸収入、項１、目１・雑

入１０１万９０００円は、主なものでインボイ

ス制度導入による消費税及び地方消費税還付金

１００万円がございます。 

 最後に下の表、款７、項１・市債、目１・診

療所事業債１８４０万円は、先ほど歳出で説明

をしました坂本診療所開設に伴う医療機器等の

備品購入に要する経費の借入金で、起債のメニ

ューは過疎債となります。充当率は１００％で、

交付税算入割合が７０％となっております。 

 なお、３ページ、第２表、地方債におきまし

て、こちらの起債の限度額１８４０万円を設定

しているところでございます。 

 以上で議案第１２号・令和７年度八代市診療

所特別会計予算の説明を終わります。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（橋本徳一郎君） まず７ページ、歳入

のへき地診療所県補助金が下がったのはどうし

てですか。 

○委員長（成松由紀夫君） 誰が答えますか。 

○泉支所地域振興課長補佐兼市民福祉係長（川

部幸博君） 委員お尋ねの補助金が減った原因

につきましては、人口減に伴う患者数の減、こ

の辺見越したところで試算しましたところ、こ

のような額になったというところでございます。 

 また、実際、基準額の設定もありますので、

診療日数掛ける単価等もございます。その辺の

基準額でも若干変更があっておりますので、こ

のような結果で次年度補助金のほうを申請して

いるというような形でございます。 

 以上でございます。 

○委員（橋本徳一郎君） あと坂本診療所が開

設されるということで、住民の方も待ち望んで

いたというのはあると思いますけど、開設って

いうふうになってるんですけど、院長を設定し

て１つの保険医療機関として登録をするってい

うことでいいんですか。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） 今、

橋本委員さん御質問ありましたように、１つの

医療機関として設置するということで、まずは

というところなんですが、八代郡市医師会から

の派遣の医師の方が専任管理者という形で院長

業務という形で担っていただくという形で、ま

ずは開設届の際には内科で届け出るという予定

で今検討しているところでございます。 

○委員（橋本徳一郎君） その方の身分は坂本

診療所専属という位置づけでもう大丈夫なんで

すか。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） 管

理者につきましては専任管理、併任管理という

のがございまして、今回の派遣の医師の方は御

自身の病院の院長等を担っておられませんので、

坂本診療所の専任管理者という形で対応が可能

かと思いますので、支障はないかと考えている

ところでございます。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。

ほかにございませんか。 

○委員（大倉裕一君） 地方債で１８４０万円、

医療機器の購入計画をお聞かせください。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） た

だいまの御質問についてですけれども、まず初

年度医療機器の購入につきましては、超音波診

断装置、それから心電図測定器、それと血球測

定器、炎症反応を測るＣＲＰ測定器が一緒にな

っている装置というのがまず大きな備品という

ことになります。 

 あとその他診療所で使います血圧計であった

り、体温計であったり、診察台であったり、薬

品庫であったりという必要な備品を併せて購入

するというような予定でおります。 

○委員（大倉裕一君） ありがとうございまし
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た。坂本の診療所のですよ、医療体制は院長先

生と看護師さん、事務員さん、１名、２名、２

名でよかったでしょうか。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） 今、

御質問のとおり、今のところ医師１名、看護師

２名、そして事務員は２名を派遣されるという

ことで今想定をされているというところでです

ね、１名、２名、２名というところで予定をし

ているところでございます。 

○委員（大倉裕一君） 椎原診療所とか、あと

下岳診療所も同じような人数ですか。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） 椎

原診療所につきましては、医師が１名、看護師

が２名、事務員が１名だったと思います。下岳

診療所も同様だったかと思います。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですね。

ほかにございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。ありませ

んか。 

○委員（橋本徳一郎君） 先日、坂本の住民の

方から要望書ということで署名も２００名ほど

集められて提出されたというふうに聞いてます。

やはり２日の半日が２単位ということなんで、

やっぱり安心してなかなかすぐには難しいとい

うことも言われてますので、医師確保もそろそ

ろ泉のほうもありますしいろいろ総合的に考え

ると医師を独自に確保するのも必要じゃないか

なというふうに思うんですね。そういったこと

もちょっと検討していただきたいなというふう

に思います。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（大倉裕一君） 石本課長の説明の中で

今後、精査をしていきたいというような趣旨の

言葉がありましたけども、今、体制を聞いたと

きに特別委員会のほうでもあったと思うんです

けど本当に事務員が２名も必要なのかというよ

うなところは一般人でもですね、考えるところ

だというふうに思います。そういったところは

今後、精査の内容だというふうに思いますので、

しっかり検討といいますか、協議していただき

ますようにお願いしておきます。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

採決いたします。 

 議案第１２号・令和７年度八代市診療所特別

会計予算については、原案のとおり決するに賛

成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

 休憩をいたします。 

（午後３時１５分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時２８分 開議） 

◎議案第２１号・財産の取得について（中学校

教師用教科書、指導書及びデジタル教科書） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、事件議案の審査に入ります。 

 まず、議案第２１号・中学校教師用教科書、

指導書及びデジタル教科書に係る財産の取得に

ついてを議題とし、説明を求めます。 

○学校教育課長（加賀真一君） 皆さん、こん

にちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）学校

教育課の加賀でございます。どうぞよろしくお

願いいたします。それでは、着座にて説明をい

たします。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○学校教育課長（加賀真一君） それでは、議

案書７ページ、議案第２１号・財産の取得につ
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いて説明をいたします。 

 まず、１、取得する財産は、中学校教師用教

科書、指導書及びデジタル教科書でございま

す。 

 次に、２、取得予定価格は、５７１８万３７

１６円でございます。 

 次に、３、契約の相手方は、合名会社庄野学

生堂及び合名会社庄野学生堂八代店でございま

す。 

 最後に、提案理由でございますが、予定価格

２０００万円以上の動産を取得するには、八代

市有財産の取得または処分に関する条例第２条

の規定により議会の議決を経る必要があるため、

提案するものでございます。 

 以上、御審議よろしくお願いします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（大倉裕一君） 契約先は庄野学生堂さ

んということですけども、その契約は競争入札

なんでしょうか、随意契約、またこういった教

材を扱っていらっしゃるところがどれぐらい八

代市にあるのか、その点もお聞かせいただけれ

ばと思います。 

○学校教育課長補佐（井戸康雄君） お尋ねの

契約でございますが、まず随意契約でございま

す。取扱店でございますけれども、熊本県で１

社あります熊本県教科書供給会社、こちらのほ

うが県内３５か所の取扱店と契約をしておりま

す。このうち２社が八代にございます庄野学生

堂さんと、庄野学生堂八代店の２社でございま

す。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） 随意契約の理由は。

２社。 

○学校教育課長補佐（井戸康雄君） ２社です。 

○委員長（成松由紀夫君） 競争入札じゃなく

て。 

○学校教育課長補佐（井戸康雄君） 随意契約

でございます。 

○委員長（成松由紀夫君） 随契の理由は言わ

なくていいの。 

○学校教育課長補佐（井戸康雄君） 随契の理

由でございますけれども、熊本県教科書供給会

社のほうがこの取扱店２社を指定しております

ので、この２社としか契約をできません。教科

書を取り扱ってるのがこの２社だけでございま

す、八代市内においては。 

○委員長（成松由紀夫君） 庄野学生堂さんな

訳ね。しかないっちゅうことですね。 

○学校教育課長補佐（井戸康雄君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） そう言ってくださ

い。 

○委員（大倉裕一君） 予定価格が書いてあっ

とですけど、予定価格に教育委員会といいます

か、八代市が出した予定価格というものが多分

あると思うんですけど、落札率とかっていうの

がお伝えできるものってあるんですか、随意契

約をした場合。 

○学校教育課長補佐（井戸康雄君） 今回取得

する財産中、教師用教科書、指導書、デジタル

教科書とございますけれども、全て金額が定ま

っております。ですので、決まった金額での購

入、１冊幾らという購入ですので、競争する余

地がございません。（委員大倉裕一君「結構で

す」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。ありませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 
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 議案第２１号・中学校教師用教科書、指導書

及びデジタル教科書に係る財産の取得について

は、可決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午後３時３２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時３２分 本会） 

◎議案第３９号・契約の締結について（（仮称）

八代市新南部学校給食センター施設整備事業） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、議案第３９号・（仮称）八代市新南部

学校給食センター施設整備事業に係る契約の締

結についてを議題とし、説明を求めます。 

○教育政策課長（松本 豊君） 皆さん、こん

にちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）教育

政策課、松本と申します。 

 それでは、私から議案第３９号・（仮称）八

代市新南部学校給食センター施設整備事業の契

約の締結について説明をさせていただきます。

座って説明します。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○教育政策課長（松本 豊君） では、資料の

こちらのほうになりますが、表紙中央に（仮称）

八代市新南部学校給食センター施設整備事業と

記載されている資料を御覧ください。 

 本議案の説明については、この資料の中段以

降に記載していますとおり、契約概要から整備

スケジュールにわたる５項目について順番に説

明をさせていただきます。 

 １ページをお開きください。 

 まず、資料上段にありますとおり、工事の請

負に係る予定価格が１億５０００万円以上の契

約となるため、八代市議会の議決に付すべき契

約に関する条例第２条の規定により、議会の議

決が必要となるものでございます。 

 それでは、契約書の概要につきまして御説明

します。 

 名称は、（仮称）八代市新南部学校給食セン

ター施設整備事業。整備する場所が八代市中北

町。工期が主に設計や建設業務を行う施設整備

期間が契約締結日から令和９年３月３１日まで。

調理員のトレーニングやリハーサルを行う開業

支援業務が令和９年４月１日から令和９年の８

月３１日までとなっております。契約金額は３

６億９９３０万円。契約の相手方は、松島建設

を代表企業とした松本建設、ユタカ建設、それ

と２ページになりますが、楠山設計九州支社、

葵一級建築士事務所、中西製作所熊本営業所の

６社から成る松島建設グループとなります。 

 次に、３ページから９ページに本事業の事業

者選定委員会から報告された審査講評の抜粋版

を掲載しております。４ページをお開きくださ

い。 

 上段の表は、今回、事業者の選定をいただい

た委員の皆様でございます。メンバー構成は、

建築関係２名、給食関係２名、行政関係２名の

計６名の構成であります。所属は記載のとおり

でございます。 

 下段には、選定委員会の開催経過を記載して

おります。これまでに３回の会議を実施しまし

て、審査基準の策定や事業者ヒアリング、いわ

ゆるプレゼンテーションの審査を実施していた

ところでございます。 

 ５ページを御覧ください。 

 こちらは審査の流れをフロー図にまとめたも

のになります。 

 今回の審査は、参加資格審査を行う一次審査

と、提案価格や事業者提案の審査を行う２次審

査、この２段階に分けて審査を行っております。 

 ６ページをお開きください。 

 こちらには審査結果を掲載しております。 

 まず、上段にある第一次審査の結果につきま

しては、まず、２社から参加資格申請書等の提



 

－52－

出があり、受け付けを行いました。その後、第

一次審査を行い、提出書類の確認や参加資格要

件を満たしているかについて厳正に審査を行っ

た結果、２社のうち１社が募集要項で示した参

加資格要件を満たしていなかったため、欠格と

いたしました。 

 その後、一次審査の結果をそれぞれ代表企業

に通知を行い、一次審査を通過した１グループ

につきまして、審査の公平性を確保するため、

ばんぺいゆという名前をつけまして、いわゆる

グループ名をつけまして、その後の審査を行っ

たところでございます。 

 次に、二次審査の結果につきましては、６ペ

ージ中段以降にありますとおり、市においてば

んぺいゆグループの提案価格が上限価格の３７

億円を超えていないか、価格審査の実施をした

後、提案内容やプレゼンテーションに基づき、

６名の選定委員の皆様に審査基準で示された評

価項目に対し、ＳからＦの７段階で評価をいた

だきました。 

 ７ページを御覧ください。 

 上段の表には、ばんぺいゆグループの提案内

容の審査結果を掲載しております。全１７項目

の配点が７００点に対して、６名の選定委員の

審査点は４９１点となりました。これは、審査

基準で示した基準点３８５点、これは、この点

数未満の場合は優先交渉権者とは決定しないと

いう基準でございますが、この点数を上回って

いたことから、提案については基準を満たして

いるということになります。 

 次に、８ページを御覧ください。 

 先ほど説明させていただきましたとおり、本

事業の提案上限価格は３７億円でございますが、

ばんぺいゆグループの提案価格は３６億９９３

０万円であり、規定の金額内に収まっておりま

す。よって、選定委員会におきましては、ばん

ぺいゆグループを最優秀提案者として選定した

ものでございます。 

 ９ページを御覧ください。 

 こちらには、ばんぺいゆグループの提案内容

について評価された点や、事業の実施に当たり

留意いただいた点などを記載したものでござい

ます。 

 評価された点は、上段の記載にもありますと

おり、いびつな敷地形状に対応した建物や駐車

場の配置計画、地球環境問題を含めた体験型の

食育機能を有する提案などがございました。 

 また、留意点につきましては、職場で働く

方々が施設を使いこなせるように、栄養教諭等

の意見を反映した施設や設備の計画に努めてい

ただきたいということなどがございました。 

 １０ページを御覧ください。 

 こちらは、選定委員会の最優秀提案者の決定

を受けて、市が優先交渉権者を決定したことを

示す資料でございます。２月１４日付でホーム

ページに掲載している資料になります。 

 優先交渉権者については、契約の概要でも御

説明しました松島建設グループでございます。 

 １１ページを御覧ください。 

 ここから１４ページまでは、松島建設グルー

プから提案された（仮称）新南部学校給食セン

ターのイメージ図等でありまして、あくまでも

提案段階でのイメージとなります。実際の設計

は契約後に行うため、修正が入る可能性もあり

ますので、御了承ください。 

 まず、１１ページにつきましては、新センタ

ーを北側から見たイメージになります。左側に

緑色のですね、スペースがありますが、ここは、

かまど型ベンチなども整備される予定のため、

災害時には防災広場として活用ができるとの提

案もあっております。 

 １２ページを御覧ください。 

 こちらは、新センターを南側から見たイメー

ジ図になります。図面左側が現在工事中の南部

幹線ということになります。 

 １３ページは、センター内のイメージ図にな
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ります。調理員が実際に調理を行う姿を社会見

学に訪れた子供たちが２階からですね、見学で

きるように窓を設置するなどの提案もございま

した。 

 １４ページを御覧ください。 

 １４ページは敷地内の配置図になります。不

整形な土地を有効活用するために建物や駐車場、

受水槽などの各種設備を工夫して配置した提案

となっております。 

 また、図面左中央の立地条件に記載のあると

おり、浸水対策として建物１階床レベルを高く

設定しておられます。 

 建物内部につきましては、図面中央、下側に

入荷と記載された部分から食材を搬入しまして、

中央の煮炊き調理室と記載された場所で調理を

行い、右側のコンテナプールで配送をされると、

左から右のほうに一方通行という形ですね。給

食が終了した後は回収用の右側のプラットフォ

ームから回収されるということで、このように

入荷から配送まで一方通行の動線にすることで、

スムーズで衛生的な給食の提供が可能となると

ころでございます。 

 最後に、１５ページ、整備スケジュールを載

せております。 

 整備のスケジュールですが、本議案が承認さ

れましたら、令和７年４月から基本設計に取り

かかり、同時進行で、擁壁の整備や盛土などの

用地造成工事を行います。その後、令和８年度

末までに建設工事を終了しまして、令和９年４

月から調理員の研修やトレーニング、供用開始

に向けた準備を行い、令和９年２学期からの供

用開始を目指します。 

 以上で説明を終わります。御審議お願いしま

す。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（大倉裕一君） よい計画ができている

のかなと思って見てたんですけども、１４ペー

ジですかね、最後のほうの説明で造成予定の地

盤よりレベルを高くしたというような説明があ

ったと思うんですけど、実際どれだけ高くなる

んですかね。国交省の危険ラインとかそういっ

た数値との比較をお示しいただければと思いま

す。 

○教育政策課主幹兼学校給食係長（中松大輔君） 

 こちらのほうの浸水想定がですね、大体３か

ら５メートルになります。今回、１階部分は大

体３メートル以上は確保できるだろうというこ

とでの提案があっております。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかに。 

○委員（大倉裕一君） ３から５メートルあっ

て、３メートルじゃ足らんじゃないですか。大

丈夫なんですか。 

○教育政策課主幹兼学校給食係長（中松大輔君） 

 ５メートルにしてしまいますと周りよりも上

がってしまいまして今度は配送車のほうが運べ

ないとかそういった部分がございます。あとは

やはり浸水の頻度とかその辺を考えますとどう

しても３メートルぐらいが限度であろうという

ところでの提案であったというふうに考えてお

ります。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） 提案だんな。 

○教育政策課主幹兼学校給食係長（中松大輔君） 

 はい、提案です。 

○委員（大倉裕一君） 造成で上げるというこ

とも考えられるとですよね。その辺を全く考え

られなかったということですかね。盛って。 

○教育政策課主幹兼学校給食係長（中松大輔君） 

 造成でそこを５メートルのところまで上げて

しまいますと、今度は配送車のほうが斜めに入

って、斜め上に上がっていくような形になりま

して、スープとかがこぼれてしまうとかそうい

った部分も出てくる部分もありまして、なかな
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かそこまではっていうのがございますが、もし

仮に浸水が起きた場合、そこに人がいた場合は

２階に逃げればその部分は全てクリアできる部

分にはなります。 

○委員（大倉裕一君） 給食、何階で作るんで

すか。２階で作るんですかね。 

○教育政策課主幹兼学校給食係長（中松大輔君） 

 １階で作ります。 

○委員（大倉裕一君） ２階。 

○教育政策課主幹兼学校給食係長（中松大輔君） 

 １階です。 

○委員（大倉裕一君） １階でしょう。 

○教育政策課主幹兼学校給食係長（中松大輔君） 

 はい。 

○委員（大倉裕一君） １階で作って、２階に

水がつからんけん大丈夫ですっていう説明にな

っとですか。 

○委員長（成松由紀夫君） 浸水想定域と、ど

こまで市が言ったのかも含めてしっかり言わん

と駄目よ。 

○営繕課長補佐兼建築係長（古閑迫修君） 営

繕課の古閑迫です。 

 今、委員の御質問なんですけれども、坂本町

とかでも設定しておりますＬ２という高さがご

ざいます。八代市で今想定してる特に大きな大

雨が発生したときに水位が上がってくるよとい

う高さなんですけれども、一応そこをかわすよ

うにというふうには私どもも当然考えておりま

す。 

 先ほどもありましたけど、現在、提案で地面

の高さ等も設定はかけております。実際それが

麦島のあそこの土地で今の現況の道路面から何

メートル上げればここをかわせるよというのは

今後また現地の測量等もしっかり行いまして委

員が心配されてますもし５メートルが来たらど

うなるんだというところもございますけれども、

そこは今説明にもありましたとおり、実際の配

送車の入庫、そして実際勾配かけて上る高さと

かもございますので、十分そこら辺は慎重にこ

れから協議を重ねながら設計を進めてまいりま

す。 

 以上です。 

○委員（大倉裕一君） 丁寧な説明をいただい

たんですけど、やっぱり、すとんて来んとです

よね。給食センターが一旦水につかってしまう

と、えらいことになっとですよね。消毒して、

給食センターが使いもんにならんという話です

よ、しばらくは。そういうことがないようにし

ていかなければいけないというのがやっぱ基本

中の基本だろうと思うとですよ。 

 私も県道上っていけば、宇城の給食センター

とか最近できたところを見ると、やっぱり勾配

つけてちょっと上がっとるですよね、敷地が。

そういったところを考えられなかったのかなと

いうふうにちょっと心配をしておりますが、そ

れから今後やっていくと、検討していきますと

いうことなんですけど、またこれから追加契約、

追加変更という形になるんですかっていう話に

なっていくんですよね。何のための最初の検討

だったのか、そういったところがまた指摘せな

いかんような話になってくる。指摘したくない

んですよ、正直。その辺りはどんなですか。 

○教育部長（田中智樹君） 田中です。御質問

ありがとうございます。 

 確かに委員おっしゃるとおり、３メートルか

ら５メートルとこちら御説明しましたけれども、

それは今後また検討はしていきますけれども、

今回定めました３メートルという高さは八代市

内の平野部全体のことも考えまして、先ほど営

繕課の課長補佐のほうも申し上げたとおり、Ｌ

２という高さ、もしおっしゃるように想定され

る５メートルという高さが来たら八代市内全域

が浸水してしまいますので、例えばそのときに

給食センターだけ残るということもちょっと想

定することも難しく、３メートルあれば十分耐

えうるところじゃないだろうかというところで
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検討しております。 

 ただ、今から本格的に設計に入っていきます

ので、そこはまた周辺の地域の、住宅街でもご

ざいますので、バランスもございますので、十

分検討しながら設計に入っていきます。 

 南部幹線の道路から見ますと、宇城のセンタ

ーと同様、うちも斜めに上がるほうは、結構な

部分で勾配をつけて上がってまいりますので、

その辺は十分検討していきたいと思っておりま

す。よろしくお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） 浸水想定域を考え

た部分で、上がるとは上がるとですよね。さら

に上げるのかどうかでしょう。委員が心配して

るのはただそれが５メートル来たときにどぎゃ

んかということだけん、検討しますだったら本

当に検討してそこが変わるんですか。変えられ

ないんでしょう、だって。そこば言ってるんで

すよ。 

○教育政策課主幹兼学校給食係長（中松大輔君） 

 一応、提案の中ではですね、３メートルとい

うラインはありますけども、最悪５メートルが

来ても全ての設備機器とかが駄目にならないよ

うに、キュービクルとかそういった部分は屋上

に置いて、５メートルが来てもそこは生き残る

ようにという提案もございました。 

○委員長（成松由紀夫君） だから５メートル

はいいんだけど、そうじゃなくて、今検討しま

すって言ってしまうと、本当に変更が可能でそ

ういうことができるようなことになるの。だか

らそこよ。そこを補正組んでまた予算のかかる

ことだからって今、大倉委員が言ってるわけだ

から。 

○委員（大倉裕一君） 給食センターを造ると

きに一番考えないかんっていうのは菌ですよね。

菌、衛生面。だから水につからないように考え

なければいけないっていう話をしてるんですよ。

そこは御理解いただいてますよね。（教育政策

課主幹兼学校給食係長中松大輔君「もちろんで

す」と呼ぶ）なので、給食センターのキュービ

クルとかを確かに電源設備は重要なんだけど、

給食センター内部に雑菌というか、外からの水

とか雨水とか排水とかが入らないようにという

ところの心配をしているというところを御理解

いただきたいと思います。 

○委員長（成松由紀夫君） そういうことでい

いですか。ほかにございませんか。 

○委員（堀口 晃君） １４ページの絵図を見

させていただくと、搬送車、要は配送車が入っ

てくるところと一方通行に行くというところが

今説明があったところなんですが、１日に大体

何台ぐらいの往来があるのか。入ってくる、そ

して今度はまた向こうから回収する部分という

ふうな部分を含めて、１日に何台ぐらいあるの

かという。 

○教育政策課主幹兼学校給食係長（中松大輔君） 

 大体１０便ぐらいを予定しております。１０

便ぐらいですね、（委員堀口晃君「１０便」と

呼ぶ）で、帰る形ですね。 

○委員（堀口 晃君） １０台っていうことで

すか。 

○教育政策課主幹兼学校給食係長（中松大輔君） 

 そうですね。 

○委員（堀口 晃君） １０台で６０００食を

賄うっていう話ですか。（教育政策課主幹兼学

校給食係長中松大輔君「はい」と呼ぶ）１０台

だったらそんなないですね。もう何千台って、

何百台ってやつが往来するのかなと思ったんで

すけど、そうじゃなかった。 

 そこでですね、住民の皆さん方にその辺の説

明ですよね。ちゃんとここから入ってここから

出てきてこういうふうになりますよという部分

のやつの住民の方々にちゃんとした説明がなさ

れるかどうかという部分を聞かせてください。 

○教育政策課長（松本 豊君） 住民への説明

につきましては昨年度から随時行っております。

麦島校区の町内会であったり、市政協力員さん
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であったり、最終的にはこの契約が決まりまし

て設計がこういった形になりますとなりました

らまた再度町民の方には御説明を申し上げます

というところで説明をしているところでござい

ます。 

○委員（堀口 晃君） やっぱ出入りとかいろ

んな部分があって、事故とかなんかがないよう

な形で十分配慮していただきたいなと思います。

これは要望です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。ありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第３９号・（仮称）八代市新南部学校給

食センター施設整備事業に係る契約の締結につ

いては、可決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午後３時５４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時５５分 本会） 

◎議案第３５号・八代市指定地域密着型サービ

スの事業の人員、設備及び運営に関する基準等

を定める条例の一部改正について 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、条例議案の審査に入ります。 

 それでは、議案第３５号・八代市指定地域密

着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関

する基準等を定める条例の一部改正についてを

議題とし、説明を求めます。 

○介護保険課長（草西亮介君） 皆様、こんに

ちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）介護保

険課の草西と申します。どうぞよろしくお願い

いたします。 

 議案第３５号・八代市指定地域密着型サービ

スの事業の人員、設備及び運営に関する基準等

を定める条例の一部改正につきまして、着座に

て説明をさせていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○介護保険課長（草西亮介君） 事前にお配り

をしております、右上の議案第３５号資料を用

いて御説明をさせていただきます。 

 まず、１、改正の趣旨につきましては、市町

村が指定・監督権を有します八代市地域密着型

サービス事業所（介護保険施設等）に勤務する

栄養士に関しまして、栄養士法の改正に伴い、

国の基準省令における栄養士に関する規定が改

正されますことから、本市の基準条例の一部を

改正するものでございます。 

 下の図の枠で囲んでおります基準条例改正の

イメージを御覧ください。 

 栄養士法の改正前は図の左側のほうでござい

ます。栄養士、管理栄養士ともに栄養士免許を

持つため、基準条例には栄養士と規定され、全

対象者に適用されておりました。 

 改正後は、右側の黄色部分の栄養士免許のな

い管理栄養士も新たに対象となりますことから、

基準条例に管理栄養士を規定するものでござい

ます。 

 次に、２の主な改正内容でございます。基準

条例第１３１条第１３項中、栄養士の部分を栄

養士もしくは管理栄養士に改めます。 

 最後に、３の施行期日は令和７年４月１日と

しております。 

 説明は以上でございます。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません
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か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第３５号・八代市指定地域密着型サービ

スの事業の人員、設備及び運営に関する基準等

を定める条例の一部改正については、原案のと

おり決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会します。 

（午後３時５８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時５８分 本会） 

◎議案第３６号・八代市地域包括支援センター

の包括的支援事業の実施に係る基準を定める条

例の一部改正について 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、議案第３６号・八代市地域包括支援セ

ンターの包括的支援事業の実施に係る基準を定

める条例の一部改正についてを議題とし、説明

を求めます。 

○高齢者支援課長（成年後見支援センター所長

兼務）（久保祝子君） 皆様、こんにちは。

（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）高齢者支援課

の久保と申します。よろしくお願いします。

（｢よろしくお願いします」と呼ぶ者あり） 

 議案第３６号・八代市地域包括支援センター

の包括的支援事業の実施に係る基準を定める条

例の一部改正につきまして、座りまして説明さ

せていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○高齢者支援課長（成年後見支援センター所長

兼務）（久保祝子君） 議案書は、７ページに

なります。 

 右肩に議案第３６号関係、資料１、健康福祉

部高齢者支援課とありますものを御覧ください。 

 まず、１、改正の趣旨になります。介護保険

法施行規則に規定する地域包括支援センターの

職員配置基準については、全国的に人材確保が

困難となっていますことを踏まえて、国におい

て、地域包括支援センター職員の柔軟な配置を

可能とする改正が行われております。 

 なお、この改正は、市町村の事務負担に配慮

し、最長１年間猶予する経過措置が設けられて

おります。 

 ２、改正の内容については、右肩の資料２の

地域包括支援センターの柔軟な職員配置につい

ての図を御覧ください。 

 これまで、①で、センターに置くべき常勤の

職員は、社会福祉士、保健師及び主任介護支援

専門員の３職種、専従・常勤の配置が必須とさ

れておりましたが、今回の改正では、例えば、

主任介護支援専門員の０.５人を２人とするこ

とも可能とされました。 

 次に、②で、複数のセンターの圏域全体で３

職種の常勤職員の必要数を確保できる場合には、

その区域内の個々のセンターも３職種を配置し

たものとみなすこととされました。 

 ①②のいずれにおきましても、センターの適

切な運営、公正・中立性の確保とその他センタ

ーの適正な運営を図るため、本市が設置してお

ります地域包括支援センター運営協議会が必要

と認める場合において、柔軟な配置が可能とな

るものでございます。 

 なお、本市におきましては、令和８年度まで

は、柔軟な基準によることなく、現行どおり運

用することとしております。 

 最後に、３、施行期日は、公布の日としてお

ります。 

 説明は以上となります。御審議のほど、よろ
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しくお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（橋本徳一郎君） 人員配置が多少緩和

されてというふうなことでは施設維持というの

はしやすいのかなと思うんですけど、実質的な

ところで支援専門員が減るっていうところもあ

りますよね、こうなると。ケースの引継ぎなん

かで混乱しないかなというふうに思うんですけ

ど、その辺どう考えてありますか。 

○高齢者支援課長（成年後見支援センター所長

兼務）（久保祝子君） 高齢者支援課のほうで

考えておりますのは、この柔軟な対応にはよら

ずに、できる限り人員配置はそのまま行きたい

なと思っているところでございます。 

 ただ、今後人員確保が厳しくなってきた場合

には運営協議会のほうで意見をもらいながら検

討していくべきことかなというふうに考えてお

ります。 

 以上、お答えといたします。（委員橋本徳一

郎君「はい、分かりました」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） ほかに。 

○委員（増田一喜君） この図面の中の説明が

社会福祉士、保健師、それから主任介護支援専

門員０.５人プラス０.５人でも可としてるけど、

足したら１人になるとですよね。それをわざわ

ざ２つに分けるっちゅうわけですか。１人の人

がおるのを半分の０.５、０.５にして、はい、

ちゃんと４人おりますみたいな感じでするんで

すか。 

○高齢者支援課長（成年後見支援センター所長

兼務）（久保祝子君） すいません、分かりや

すい図という形でこのような形にしておりまし

て、今までは必ず１人の職員が専従で、例えば

主任介護支援専門員を専門職として置かなけれ

ばいけなかったんですけども、例えば臨時の職

員とかでも半分勤務すれば１人っていう職員を

確保ができれば２人とかで配置することも可能

ですっていう形で例えばの図面として出したと

ころでございます。 

○委員（増田一喜君） 逆に言うと、その０.

５、０.５の人が２人来たら１人として認める

っちゅうことなんですよね。ここを分けるんじ

ゃなくて、こっちを１つにするという意味です

ね。 

○高齢者支援課長（成年後見支援センター所長

兼務）（久保祝子君） 委員さんがおっしゃる

とおり、１人を確保する方法が２人を１人もで

きますし、例えば３人を１人っていう形の確保

もできるっていう形の柔軟な対応でございます。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。ありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第３６号・八代市地域包括支援センター

の包括的支援事業の実施に係る基準を定める条

例の一部改正については、原案のとおり決する

に賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午後４時０５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時０５分 本会） 

◎議案第３７号・八代市家庭的保育事業等の設

備及び運営に関する基準を定める条例の一部改

正について 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 
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 次に、議案第３７号・八代市家庭的保育事業

等の設備及び運営に関する基準を定める条例の

一部改正についてを議題とし、説明を求めます。 

○こども未来課長（こども家庭センター長兼務）

（森田克彦君） こども未来課、森田です。よ

ろしくお願いいたします。（｢よろしくお願い

します」と呼ぶ者あり） 

 それでは、議案第３７号・八代市家庭的保育

事業等の設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部改正について御説明いたします。着座

にて失礼いたします。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○こども未来課長（こども家庭センター長兼務）

（森田克彦君） 議案書は９１ページ、９２ペ

ージになりますが、お配りしております、右上

に議案第３７号関係とあります資料にて御説明

いたします。 

 まず、１の改正理由ですが、先ほど議案第３

５号で説明のありました内容と同様に、栄養士

法の一部改正により、管理栄養士には栄養士免

許が不要となったことから、関係するこの条例

の一部を改正するものです。 

 次に、２の改正内容としまして、改正する条

項は、家庭的保育事業等における食事の提供に

関する体制についての内容で、栄養士とあるも

のを栄養士及び管理栄養士に改めるものです。 

 なお、令和７年４月１日から施行することと

しております。 

 説明は以上になります。御審議のほどよろし

くお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。ありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第３７号・八代市家庭的保育事業等の設

備及び運営に関する基準を定める条例の一部改

正については、原案のとおり決するに賛成の方

の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第３８号・八代市家庭的保育事業等の設

備及び運営に関する基準を定める条例及び八代

市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業

の運営に関する基準を定める条例の一部改正に

ついて 

○委員長（成松由紀夫君） 次に、議案第３８

号・八代市家庭的保育事業等の設備及び運営に

関する基準を定める条例及び八代市特定教育・

保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す

る基準を定める条例の一部改正についてを議題

とし、説明を求めます。 

○こども未来課長（こども家庭センター長兼務）

（森田克彦君） こども未来課、森田です。引

き続きよろしくお願いいたします。 

 議案第３８号・八代市家庭的保育事業等の設

備及び運営に関する基準を定める条例及び八代

市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業

の運営に関する基準を定める条例の一部改正に

ついて御説明いたします。着座にて失礼いたし

ます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○こども未来課長（こども家庭センター長兼務）

（森田克彦君） 議案書は９３ページから９６

ページになりますが、お配りしております、右

上に議案第３８号関係とあります資料にて御説

明いたします。 

 まず、１の改正理由ですが、国の内閣府令の
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一部改正に伴い、本市の関係条例について、所

要の改正を行うものです。 

 次に、２の改正内容です。家庭的保育事業等

では、小規模の保育事業所であるため、保育内

容の支援、代替保育の提供及び卒園後の受皿の

確保の役割を担う連携施設の確保を求めること

とされています。 

 しかし、全国的に連携施設の確保が困難であ

るという状況であることから、国が適用除外要

件を拡大する規制緩和を行うものです。 

 まず、（１）の保育内容支援については、保

育所、幼稚園、認定こども園以外の保育を提供

する事業者から確保することも可能とするもの

です。 

 次に、（２）代替保育の提供については、市

長が代替保育に係る連携施設の確保が著しく困

難であると認める場合には、連携施設の確保を

不要とするものです。 

 続いて（３）連携施設を確保しないことがで

きる経過措置の期間について、令和１２年３月

３１日まで５年間延長するものです。 

 改正は、令和７年４月１日から施行すること

としております。 

 なお、本市の家庭的保育事業等においては、

３施設全てにおいて連携施設を確保しておりま

す。 

 説明は以上になります。御審議のほどよろし

くお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。ありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第３８号・八代市家庭的保育事業等の設

備及び運営に関する基準を定める条例及び八代

市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業

の運営に関する基準を定める条例の一部改正に

ついては、原案のとおり決するに賛成の方の挙

手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

 小会します。 

（午後４時１１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時１１分 本会） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 以上で付託されました案件の審査は全部終了

いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 小会します。 

（午後４時１２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時１２分 本会） 

◎所管事務調査 

・教育に関する諸問題の調査 

・保健・福祉に関する諸問題の調査 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、当委員会の所管事務調査２件を一括議

題とし、調査を進めます。 

 執行部より、保健・福祉に関する諸問題の調

査に関連して３件、発言の申出があっておりま

すので、これを許します。 
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・保健・福祉に関する諸問題の調査 

（宮地さくら保育園の整理方針について） 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、まず、

宮地さくら保育園の整理方針について説明を願

います。 

○こども未来課長（こども家庭センター長兼務）

（森田克彦君） こども未来課、森田です。よ

ろしくお願いいたします。 

 それでは、宮地さくら保育園の整理方針につ

いて御説明いたします。着座にて失礼いたしま

す。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○こども未来課長（こども家庭センター長兼務）

（森田克彦君） 資料は、所管事務調査、宮地

さくら保育園の整備方針についてとあります資

料をお願いいたします。 

 ①保育園の現状については、昨年１０月から、

保育園保護者、まちづくり協議会など、地域の

皆様に丁寧に説明をしてまいりました。現状に

ついては、御理解をいただいているところです。 

 ②令和７年度以降の在園児の状況です。令和

６年度は１８名が在園しておりますが、５歳児

は卒園、４歳児は８名全員が令和７年度も継続

入所となっております。３歳児以下の御家庭に

ついては、保育園で保護者からの相談を受けな

がら、２月に３名の転園、４月に３名の転園の

御判断をされました。 

 このことから、令和７年度は５歳児、年長児

の８名のみの利用となります。卒園後の令和８

年度には在園児がない見込みでございます。 

 ③の保育園の整理方針としましては、今後新

規入所は見込めないため、令和７年度の年長児

（５歳児）の８名の卒園後、令和７年度末で閉

園をしたいと考えております。 

 この整理方針については、先日２月２８日に

保護者の皆様に説明をしまして、御理解をいた

だいているところです。今後地域の皆様にも丁

寧に説明をしてまいります。 

 なお、閉園後の園舎の活用については、今後

地域の意見を聞きながら検討してまいります。 

 説明は以上になります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（成松由紀夫君） 本件について、何

か質疑、御意見等ありませんか。 

○委員（橋本徳一郎君） 地域の園児、乳幼児

の受入先とかはもう大丈夫なんですかね、キャ

パとして。 

○こども未来課長（こども家庭センター長兼務）

（森田克彦君） ３歳児以下の６名の転園先で

ございますが、保護者の方が近隣の私立保育所

等を見学されて保護者の御意志で園のほうを選

択されております。受入れのほうはできており

ます。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（大倉裕一君） 保育士さんが不要にな

ってくると思うんですけど、令和７年度４月１

日で異動という形になると、（委員堀口晃君

「令和７年度末で閉園」と呼ぶ）令和７年度は

少なくなるんですよね、子供さんがいなくなる

ということで少なくなるんでしょう。その分は

減員で異動という形になるんですけど、八代市

全体の保育士さんの数として今どんな状況なん

ですか。余ってますっていうことなのか。余っ

ている場合であれば保育士業務から事務業務へ

とかっていうことも考えられないことはないか

と思うんですけど、どんな感じに今なっている

んでしょうか。 

○委員長（成松由紀夫君） その状況。 

○こども未来課長（こども家庭センター長兼務）

（森田克彦君） 宮地さくら保育園につきまし

ては、園児数が減少しますので、それに伴い、

適正な保育士の数を置くことになります。それ

に伴いましてほかの園に異動ということになり

ますけれども、現在、正職の保育士につきまし

ては各園、園児数に応じて適正配置をしている
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ところです。 

 ただ、障害児あたりの受入れ等もございます

ので、その障害児さんの数に応じた保育士の配

置も必要となることから、現在は特に余ってい

るという状況ではございません。（委員大倉裕

一君「業種変更とかはないという形ですね。あ

りがとうございました」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

宮地さくら保育園の整理方針についてを終了い

たします。 

                              

・保健・福祉に関する諸問題の調査 

（こども未来課の組織再編について） 

○委員長（成松由紀夫君） 次に、こども未来

課の組織再編について説明を願います。 

○こども未来課長（こども家庭センター長兼務）

（森田克彦君） こども未来課、森田です。引

き続きよろしくお願いいたします。 

 それでは、こども未来課の組織再編について

御説明いたします。着座にて失礼いたします。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○こども未来課長（こども家庭センター長兼務）

（森田克彦君） 資料は、所管事務調査、こど

も未来課の組織再編についてとあります資料を

お願いいたします。 

 現在、こども未来課の１課３係を、こども未

来課とこども家庭支援課の２課４係に再編いた

します。この再編により、国の新たな子育て支

援策や制度改正に対応するため、体制を強化す

るほか、新たに策定する八代市こども計画のこ

ども・若者支援を総合的に推進いたします。 

 再編後のこども未来課では、保育所や放課後

児童クラブなどの子育て支援サービス、また少

子化対策や新たな子育て支援施策、課題等に対

応するため、こども施策の総合的な企画及び調

整を行います。 

 また、こども家庭支援課では、手当等の子育

ての給付サービスと昨年４月に開設したこども

家庭センターを中心に、支援が必要な妊産婦、

子供、子育て家庭への支援体制の強化を図りま

す。また、新たな課題であるヤングケアラー等

の支援の対応も行ってまいります。 

 今回の再編により、こども・若者施策につい

て、スピード感を持って、切れ目のないきめ細

やかな支援を実施してまいります。 

 説明は以上になります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（成松由紀夫君） 本件について何か

質疑、御意見等ありませんか。 

○委員（大倉裕一君） 全体的な職員さんの数

というのはどうなるんでしょうか。 

○こども未来課長（こども家庭センター長兼務）

（森田克彦君） 職員のほうは課が２つに分か

れますので、課長は当然１人増員ということに

なります。係も４係になりますので、課長、係

長が１名増員といったところになります。 

 あとの職員については、人事課等には、業務

に応じた職員配置のほうを要望しているところ

でございます。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。

ほかにございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

こども未来課の組織再編についてを終了いたし

ます。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午後４時１９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時２０分 本会） 

・保健・福祉に関する諸問題の調査 

（第５次八代市地域福祉計画・八代市地域福祉

活動計画 八代市再犯防止推進計画の策定につ

いて） 



 

－63－

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、第５次八代市地域福祉計画・八代市地

域福祉活動計画・八代市再犯防止推進計画の策

定について説明を願います。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） 健

康福祉政策課、石本です。よろしくお願いいた

します。（｢よろしくお願いします」と呼ぶ者

あり）失礼しまして、着座にて説明させていた

だきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） そ

れでは、第５次八代市地域福祉計画・八代市地

域福祉活動計画・八代市再犯防止推進計画の策

定につきまして、右肩に令和７年３月１４日、

文教福祉委員会、所管事務調査資料に基づき説

明させていただきます。 

 資料につきましては、お手元のタブレットに

計画の概要版、続いて、計画書の本体を格納し

ております。 

 なお、計画書の本体につきましては、１００

ページほどございますことから、説明は主に１、

２ページ目の概要版により説明させていただき

ます。 

 初めに、現行の第４次八代市地域福祉計画・

八代市地域福祉活動計画は、令和２年度から令

和６年度までの５年間の計画期間となっており、

本年度で計画期間が満了となります。このため、

令和７年度から令和１１年度までの５年を計画

期間とする次期、第５次の計画を策定してきた

ところです。 

 なお、次期計画の内容については、大きく３

つございます。 

 １つは、本市が策定します地域福祉計画です。 

 ２つ目として、市社会福祉協議会が策定しま

す地域福祉活動計画です。 

 ３つ目に、本市が新たに策定します再犯防止

推進計画になります。 

 これまでも、地域福祉計画と地域福祉活動計

画は一体的に策定してまいりましたが、次期も

両計画を一体的に策定しますとともに、今回新

たに策定します再犯防止推進計画についても一

体として策定する形としております。 

 なお、今回の計画策定につきましては、令和

５年度より策定作業を進めてきており、これま

でに市民アンケート、関係団体アンケート、高

校生ワークショップ、中九州短大生ヒアリング、

市民型のワークショップなどを実施し、また、

庁内１２の関係課で構成している庁内検討部会、

外部委員１２名により構成している策定・評価

委員会により、内容等を協議・検討してきたと

ころでございます。 

 特に外部委員により構成の策定・評価委員会

は、昨年度１回、今年度はこれまでに４回開催

いたしました。 

 なお、今年度第３回の策定・評価委員会にお

いて、計画の素案を作成、その後、パブリック

コメントを経まして、先月２１日に開催しまし

た第４回の策定・評価委員会においてこの計画

書の作成に至っております。 

 概要版の１枚目、左側の中ほどを御覧くださ

い。 

 まず、計画策定の背景・趣旨についてです。

複合・複雑化する生活課題に対し、地域福祉を

我が事・丸ごとの視点で包括的に捉え、市民・

地域・行政が協働し、全ての人々が生きがいや

役割を持ち、助け合いながら暮らしていくこと

のできる地域共生社会の実現を目指し、計画を

策定することとしております。 

 次に、計画の位置づけです。八代市総合計画

を上位計画としまして、地域福祉に関する事項

を具体化するものとして位置づけられます。ま

た、地域福祉の視点や理念、推進方向などを明

示し、総括する役割、さらには、防災・防犯、

学校教育、まちづくり等の地域福祉と関連があ

る分野と連携し、地域における課題解決のため

に、特に地域福祉で担うべき役割をまとめた計



 

－64－

画となります。 

 また、健康福祉部の各課が策定している個別

計画における支援等の隙間についてを地域の支

えなどにより補う役割を担っております。 

 概要版１枚目、右側の上を御覧ください。 

 次に、計画の基本的な考え方です。分野や世

代を超えたきめ細かな相談支援体制である重層

的支援体制の整備。 

 地域のつながりと思いやりの一層の充実を進

め、目標を本市に暮らす誰もが生き生きと暮ら

せることを掲げ、基本理念になりますが、第４

次の基本理念から地域のつながりを継承しつつ、

思いやりのある地域づくりを行うことが重要で

あること、支える人、支えられる人という関係

を超えて、一人一人が自分のこととして捉え、

子供、高齢者、障害者などの誰もが生きがいを

ともに創り、助け合いながら暮らすことができ

るやつしろの実現を目指し、第５次では、地域

のつながりと思いやりで誰もがいきいきと暮ら

せるまちやつしろを基本理念としております。 

 概要版の１枚目右側の下の部分から２枚目の

左側にかけてを御覧ください。 

 次に、計画の柱・施策の展開です。第４次か

ら第５次に移行するに当たり、計画の連続性・

継続性を維持する観点から、体系の構成としま

しては、継承しながら、地域共生社会への意識

をより表した内容としております。 

 さきに説明の基本理念の実現に向けて、４本

の計画の柱、柱ごとの主な施策１２項目、そし

て全部で２７の具体的な取組事項で構成してお

り、現状の課題等を踏まえ、見直し等を加えて

いるものとなっております。 

 次に、概要版の２枚目の右側上になります。 

 校区福祉会の取組です。各校区福祉会におい

ても、地域の特性や人材を生かした様々な取組

を推進し、地域住民が主体性を持って地域活動

に参加できるよう支援を行っております。計画

書の本体になりますけれども、３８から５９ペ

ージに２０校区の福祉会の取組事項などを掲載

しており、この部分が特に地域福祉活動計画と

しての主なものとなります。 

 次に、計画の進め方です。特に進捗管理につ

きまして、第５次計画から新たに設定しており

ます柱ごとの成果指標を基に進捗管理を行いま

す。また、具体的な取組の状況は、毎年の策

定・評価委員会に諮り、評価を行うとともに、

次年度以降の施策に反映させていきます。 

 次に、再犯防止推進計画です。今回新たに策

定する計画でございまして、担当部署は市民環

境部、人権政策課でございます。 

 計画の内容については、担当部署と保護司会

などの関係機関との協議・検討により策定した

ものとなっております。 

 なお、この再犯防止推進計画につきましては、

再犯者の中には、福祉的な課題を抱え、支援を

必要とする人もいることを踏まえ、地域福祉計

画・地域福祉活動計画と一体的に策定すること

とし、次期計画に入れることといたしておりま

す。 

 両計画が連携することで、地域社会全体が安

全で支え合う環境をつくり上げ、再犯防止に向

けた効果的な支援が提供されることが期待され

ます。 

 最後に、現在の第４次計画から第５次計画に

移行するに当たり、変更等を行っております主

な点、５点について説明いたします。 

 まず、一番大きなところとしまして、社会福

祉を取り巻く環境変化に伴い、支援を必要とす

る方たちの生活課題については複雑化してきて

おり、近年の少子高齢化や核家族化、人口減少

などの進展により、地域のつながりが希薄化、

地域の福祉力が脆弱化している状況にあります。 

 このような状況から、国においても令和２年

に複雑化する課題に包括的に支援する体制の整

備を推進すべく、重層的支援体制整備事業が創

設されており、第５次計画の期間内において、
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重層的な支援体制の整備について検討を行って

いくこととしております。 

 ２点目に、ＳＤＧｓの理念について追加して

おります。資料本体では９４ページの部分にな

ります。 

 ３点目としまして、４本の計画の柱ごとに、

１つないし２項目、成果指標を設定しておりま

す。 

 ４点目としまして、八代市再犯防止推進計画

を新たに策定するに当たり、本計画と一体的に

策定することとしております。八代市再犯防止

推進計画につきましては、資料本体６３ページ

から掲載しております。 

 最後に、５点目としまして、パブリックコメ

ントにおいていただきました御意見を基に、計

画に盛り込んだ内容でございます。計画素案時

に入っておりませんでした、外国人市民等への

支援等の記載について、御意見を頂戴しました

ことから、計画の中に反映をさせていただいた

次第でございます。 

 このような点についての変更も行い、第５次

八代市地域福祉計画・八代市地域福祉活動計

画・八代市再犯防止推進計画を策定しておりま

す。 

 以上、説明とさせていただきます。よろしく

お願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） 本件について、何

か質疑、御意見等ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で、

第５次八代市地域福祉計画・八代市地域福祉活

動計画・八代市再犯防止推進計画の策定につい

てを終了いたします。 

 小会します。 

（午後４時３２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時３３分 本会） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 そのほか当委員会の所管事務調査について、

何かありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

所管事務調査２件についての調査を終了いたし

ます。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

てお諮りいたします。 

 当委員会の所管事務調査２件については、な

お調査を要すると思いますので、引き続き閉会

中の継続調査の申出をいたしたいと思いますが、

これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 最後に、本委員会の管外行政視察について協

議のため、小会いたします。 

（午後４時３４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時４５分 本会） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 それでは、本委員会の派遣承認要求の件につ

いてお諮りいたします。 

 本委員会は、令和７年５月８日から９日まで

の２日間、教育に関する諸問題の調査及び保

健・福祉に関する諸問題の調査のため、管外行

政視察を行うこととし、議長宛て派遣承認要求

の手続を取らせていただきたいと思いますが、

これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 なお、調査事項につきましては、先ほど皆様

から出た御意見を中心に進めてまいりたいと思

いますが、また何か追加で調査事項、思い当た

られることがあられましたならば、できるだけ

早いタイミングであれば対応できるかと思いま

す。遅くなれば難しいので、できるだけ早い段
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階で書記まで御連絡いただければと思います。 

 以上で、本日の委員会の日程は全部終了いた

しました。 

 これをもって、文教福祉委員会を散会いたし

ます。 

（午後４時４７分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    令和７年３月１４日 

文教福祉委員会 

委 員 長 
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